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集
合
的
沸
騰
と
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム

(l
)
 

デ

ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
け
る
理
論
的
問
題

は
じ
め
に

一
九
世
紀
か
ら
二

0
世
紀
へ
の
転
換
期
に
お
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

社
会
学
の
根
本
的
な
理
論
的
問
題
と
は
何
で
あ

っ
た
か
。
そ
れ
は
‘

高
度
に
分
化
し
た
近
代
社
会
の
秩
序
を
根
拠
づ
け
る
も
の
は
何
か
に

つ
い
て
、
と
り
わ
け
‘
理
論
的
レ
ベ
ル
で
追
究
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

た
し
か
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
‘
科
学
や
民
主
主
義
の
価
値
に
深

く

コ
ミ

ッ
ト

し

て

い
た
と

い
う
点
で
は
近
代
主
義
(
m
o
d
e
r
n
-

is
m

)

の
子
で
あ

っ
た
。
だ
が
、
近
代
社
会
の
安
定
し
た
秩
序
が

こ
の
よ
う
な
近
代
主
義
の
観
念
や
価
値
に
直
接
的
に
基
づ
い
て
い
る

と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る

(Cf.
,
N
i
s
b
e
t
,
 1
9
6
6
,
 p
.3
0
4
 

缶四

O
一
頁
）

。

い
い
か
え
れ
ば
‘
か
れ
は
、
近
代
主
義
的
用
語
に

よ
る
秩
序
の
説
明
に
疑
問
を
呈
し
た
の
だ

っ
た
。

近
代
主
義
の
主
要
な
構
成
要
素
を
、
個
人
主
義
と
合
理
主
義
で
あ

る
と
見
倣
す
な
ら
ば
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
最
初
の
著
書
『
社
会
分
業
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大

野

邦

神
戸
大
学
文
学
部
教
授

道

論
』(
-
八
九
三
年
）
第

一
編
第
七
章
に
お
け
る、

ス
ペ
ン

サ
ー
の
産

業
的
連
帯

（契
約
的
連
帯
）
批
判
は
‘
個
人
主
義
的
な
秩
序
説
明
の

非
妥
当
性
を
、
そ
し
て
、
最
後
の
著
書

『宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』

（一

九

―
二

年
）

の
第
二
編
第
七
章
の

「聖
」
観
念
と
第
三
編
の
儀

礼
論
は
、
合
理
主
義
的
な
秩
序
説
明
の
不
十
分
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
選

択
的
に
強
調
し
つ
つ
浮
き
彫
り
に
し
た
業
績
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

「
個

人

的

利

害
の

自

生

的

な
一
致

(a
c
c
o
r
d
s
p
o
n
t
a
n
e
 d
e
s
 

int
e
r
e
t
s
 i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
s
)
」
と
い

、つ
ス
ペ

ン
サ
ー
の
秩
序
観
念
は
‘

利
害
の
「
う
つ

ろ
い

や
す
さ
」
や
、

利
害
の
「
調
和
」
が
包
み
隠
し

て
い
る
「
潜
在
的
闘
争
」
の
た
め
、
秩
序
の
安
定
性
を
説
明
で
き
な

い
だ
ろ
う

(D
i
翌
s
i
o
n
.)
p
p
.1
8
0ー

1
8
1
:
―
九
八

I
一
九
九
頁
）。

秩
序
の
安
定
性
は
‘
「
個
人
の
制
作
に
よ
ら
ぬ
規
制
」
に
、
す
な
わ
ち
、

個
人
の
利
害
に
先
行
し
そ
れ
を
超
越
す
る
要
因
に
訴
え
な
け
れ
ば
、

説
明
不
能
と
な
る
で
あ
ろ
う

(I
b
足．、

p
.1
8
9
:

ニ
O
六
頁
）
。

「聖
」
観
念
が
表
象
す
る
も
の
は
‘
「
物
理
的
世
界
」
と
か
「
器
官



と
機
能
の
シ
ス
テ
ム
」
と
か
い
っ
た
自
然
的
秩
序
あ
る
い
は
有
機
体

、
、
、
、
、

的
シ
ス
テ
ム
を
超
え
る
、
な
に
も
の
か
で
あ
る

(
F
o
r
m
e
s
e
l
e
m
 g. 

taires
., 
p
.3
2
2
 :
 上
四

0
六
頁
‘
こ
＾
J
u
g
e
m
e
n
t
s
.", 
p
.1
0
2
:
 

―
―
一
四

頁、

D
芍
sion
.,
p
.v
:
 
四
頁
‘

C
f
,
T
i
r
y
a
k
i
a
n
,
 
1
9
7
8
,
 p
.
 2
2
0
 :
 

1
0
ニ
ー
一

0
三
頁
）
。

儀
礼
は
、
「
明
白
で
物
質
的
な
目
的
」
あ
る
い
は
「
物
理
的
効
力
」

を
達
成
・
獲
得
す
る
た
め
の
合
理
的
な
技
術
で
は
な
い
。
儀
礼
は
‘

参
加
者
の
諸
意
識
に
対
し
て
「
不
可
視
だ
が
深
刻
な
作
用
」
あ
る
い

は
「
道
徳
的
効
力
」
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
道
徳
的
統
一

(unite 
m
o
r
a
le)
」
を
か
れ
ら
に
意
識
さ
せ
る
の
で
あ
る

(
F
o
n
m窃

忌
mentaires
.、
p

p
.5
1
3ー

5
1
4
,
5
5
3
 "下＇一――一四

i
-
―-l

六
ハ
‘
-
―
七

二
頁
）
。
こ
の
意
味
で
、
儀
礼
は
、
前
科
学
的
な
誤
謬
に
基
づ
く
行

為
で
は
な
く
‘
「
本
具
的
な
合
理
性

(intrinsic
rationality)
」
の

基
準
で
は
測
定
不
能
な
行
為
な
の
で
あ
る

(P
a
r
s
o
n
s
,
1
9
3
7
,
 

p
.
4
3
1
:
 

s-―
八
四
頁
）
。

こ
の
よ
う
に
、
「
聖
」
観
念
や
儀
礼
論
に
お
い
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
が
示
唆
し
て
い
た
も
の
は
、
ル
ソ
ー
や
ホ

ッ
プ
ス
な
ど
の
社
会
契

約
論
者
に
見
ら
れ
る
合
理
主
義
的
な
社
会
像
ー
~
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

に
い
わ
せ
れ
ば
、
「
巧
緻
の
所
産

(
8u
v
r
e
 d
'art)
」（
R
e
gles
.,
p
.1
2
0
 

三
三
四
頁
）
、
「
わ
れ
わ
れ
の
頭
脳
と
構
想
か
ら
生
ま
れ
で
た
も

、
、
、
、

の」

("C
o
u
r
s
.",
p
.7
9
:
 

一
五
八
頁
）
と
し
て
の
社
会
像
で
は
な
い
。

積
極
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
‘
目
的
的

・
契
約
的
・
合
理
的
な
結
合

と
し
て
の
ソ
キ
エ
タ
ス

(societas)

と
い
う
よ
り
も
、
有
機
体

的

・
自
生
的

・
非
合
理
的
な
結
合
と
し
て
の
コ
ム
ニ
タ
ス

(com'

m
u
n
i
t
g
)

で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
中
、
一
九
七
七
、
七
八
ー
七

九‘

1
0
六

-
1
0
七
頁
、

N
i
s
b
e
t
,
1
9
6
6
,
 p
.8
3
:
 I
 

0
三
頁
、

参
照
）
。
以
上
の
よ
う
に
‘
秩
序
の
近
代
主
義
的
説
明
批
判
の
結
果
、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
が
主
張
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
近
代
の
社
会
秩
序
が
超

個
人
的
で
非
合
理
的
な
要
因
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
秩
序
の
超
個
人
的
で
非

合
理
的
な
特
性
が
集
中
的
か
つ
顕
著
に
見
出
さ
れ
る
の
は
、
か
れ
の

宗
教
論
、
と
り
わ
け
『
原
初
形
態
』
で
あ
っ
た
。

レ
イ
モ
ン
・
ア
ロ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
や
パ
レ
ー
ト
と
並
び
、
一
方
に
お
い
て
、
社
会
の

分
析
に
あ
た
っ
て
「
科
学
的
厳
密
さ
」
を
要
求
し
な
が
ら
も
、
他
方

に
お
い
て
、
科
学
的
命
題
は
ひ
と
び
と
を
結
合
さ
せ
る
の
に
十
分
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
‘
つ
ま
り
、
科
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ

や
す
い
「
宗
教
的
信
念
」
が
ま
さ
に
社
会
の
安
定
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
、
を
認
め
て
い
た
。
か
れ
ら
三
者
と
も
、
「
科
学
と

宗
教
」
あ
る
い
は
「
理
性
と
感
情
」
と
の
関
係
を
世
紀
末
の
共
通
テ

ー
マ
と
し
て
い
た
の
で
あ
る

(Aron,p
p
.3
0
9ー

3
1
3
)

。

こ
う
い
っ
た
関
係
、
い
い
か
え
れ
ば
、
「
合
理
的
な
も
の

(the

rational)
」
と
「
非
合
理
的
な
も
の

(the
nonrational)
」
と
の

関
係
の
テ
ー
マ
は
、
『
分
業
論
』
以
降
追
究
さ
れ
た
、
「
個
人
的
な
も

の
と
社
会
的
な
も
の
と
の
関
係
」
の
テ
ー
マ
と
と
も
に
、
デ
ュ
ル
ケ

4
 



ー
ム
社
会
学
の
碁
本
問
題
の
重
要
な
構
成
要
素
を
な
す
の
で
あ
る
が
、

『原
初
形
態
』
に
お
い
て
前
者
の
テ
ー
マ
ヘ
の
関
心
が
頂
点
に
達
し

(
2
)
0
 

た
と
い
え
よ
う

宗
教
の
社
会
学
的
解
釈
を
め
ざ
し
て

宗
教
に
つ
い
て

の
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム
の
議
論
は
‘
既
に
、
初
期
の

『分
業
論
』
や
中
期
の

『自
殺
論
』

(-
八
九
七
年
）
に
現
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
宗
教
そ
の
も
の
の
独
自
な
社
会
学
的
な
意
義
を
十

分
自
覚
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

『分
業
論
』
に
お
い
て
は
、
宗
教
は
、
集
合
意
識
の
中
核
的
領
域

と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
領
域
の
衰
退
と
と
も
に
諸
個
人
意
識
の

多
様
化

・
差
異
化
が
出
現
す
る
と
い

っ
た
よ
う
に
、

宗
教
は
社
会
的

分
化
の
文
脈
で
語
ら
れ
て
い
た
（
第
一
編
第
五
章
五
節
、
及
び
、
第

二
編
第
三
章
）
。
『
自
殺
論
』
で
は
‘

宗
教
は
‘

宗
教
集
団
と
し
て
‘

扱
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
、
宗
教
集
団
は
、
宗
教
と
し
て
の
独
自

性
よ
り
も
集
団
と
し
て
の
一
般
的
な
構
造
的
特
性

（統
合
要
因
）
の

視
点
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

（第
二
編
第
二
、
三
章
）。

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
「
社
会
生
活
に
お
け
る
宗
教
の
主
要
な
役
割
」

に
気
づ
き
「
宗
教
の
研
究
に
社
会
学
的
に
接
近
す
る
方
法
」
を
見
出

し
た
の
は
、
か
れ
自
身
「
啓
示

(revelat
io
n
)
」
と
呼
ん
で
い
る

一

八
九
五
年
の
こ
と
で
あ

っ
た

("Lettres
.",
p
.
4
0
4
)

。
こ
の
啓
示

を
受
け
て
、
世
紀
の
変
わ
り
目
の

一
八
九
九
年
、

『社
会
学
年
報
』

の
第
二
巻
の
論
文
「
宗
教
現
象
の
定
義
」
に
お
い
て
真
正
面
か
ら
宗

教
の
社
会
学
的
研
究
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
研

究
は
‘
二

0
世
紀
に
な

っ
て
、
一
九
〇
六
ー
七
年
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
で

の
講
義
「
宗
教

I

そ
の
諸
起
源
」
な
ど
を
経
て
、

一
九
―
二
年

(3
)
 

の

『原
初
形
態
』
に
お
い
て
最
終
的
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
、

集
大
成
で
あ
る

『原
初
形
態
』
を
中
心
と
し
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ

る
宗
教
の
社
会
学
的
解
釈
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
理
論
的
問
題
に
つ
い
て

検
討
し
て
ゆ
く
。

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
‘
ま
ず
‘
宗
教
の
社
会
学
的
解
釈
の
出
発
点
と

し
て
、
個
人
主
義
的
解
釈
と
合
理
主
義
的
解
釈
と
を
と
も
に
退
け
る

こ
と
か
ら
始
め
る
。

5
 

(1
)
宗
教
の
個
人
主
義
的
解
釈
の
批
判

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
と

っ
て
は
、
宗
教
と
は
個
人
レ
ベ
ル
に
お
け
る

「
行
為
や
意
識
」
で
は
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
呪
術
論
や
ア
ニ
ミ

ズ
ム
批
判
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、

宗
教
は
個
人
レ
ベ
ル
に

お
け
る
行
為
で
は
な
い

。
か
れ
は
‘
宗
教
を
呪
術
か
ら
峻
別
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
宗
教
的
行
為
の
超
個
人
的
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

呪
術
は
、
「
技
術
的
で
功
利
的
な
目
標
」
を
達
成
す
る
た
め
に
は
聖
な

る
諸
存
在
で
さ
え
「
慣
用
的
道
具
」
と
し
て
用
い
る
と
こ
ろ
の
手
段

的
行
為
で
あ
り

(F
oミ
m
e
s
ele
m
e
n
t
a
i
res
.、
p

p
.5
8ー

5
9
:

上
八

〇

i
八
一
頁
）
、「
熟
慮
と
打
算
の
観
念
」
を
排
除
す
る
道
徳
的
行
為

(I
b
i
d
., 
p
.2
9
7
 :
 
• 

上
三
七
五
頁
）
で
あ
る
宗
教
的
儀
礼
と
は
区
別
さ



れ
る
。
さ
ら
に
‘
呪
術
師
は
本
質
的
に
「
孤
立
者
」
で
あ
り
、
か
れ

の
施
術
に
頼
る
「
顧
客
」
を
も
っ
て
い
る
が
、
教
会
と
い
う
「
集
合

体
」
を
形
成
す
る
こ
と
は
な
い

。
こ
の
点
で
、
呪
術
は
、
共
同
の
宗

教
的
信
念
を
も
ち
儀
礼
を
共
同
に
実
行
す
る
と
こ
ろ
の
集
合
体
が
不

可
欠
で
あ
る
宗
教
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る

(
p
p
.6
0ー

6
2
:
上

八
ニ
ー
八
四
頁
）

。

こ
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
宗
教
を
‘
呪
術
の
功
利
的
、

個
人
的
な
特
性
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
道
徳
的
、
集

合
的
な
特
性
を
画
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
宗
教
と
は
著

し
く
集
合
的
な
事
物

(
c
h
o
s
e
e
m
ine
m
m
e
n
t
 c
o
llec
tive)

で
あ

る
に
ち
が
い
な
い
」
(
p
.6
5
:
上
八
七
頁
）。

第
二
に
、
宗
教
は
個
人
レ
ベ
ル
に
お
け
る
意
識
現
象
で
は
な
い
。

ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
宗
教
論
は
‘
崇
拝
の
対
象
を
究
極
的
に
は
個
人
に
お

け
る
「
夢
」
現
象
に
求
め
る
。
夢
に
現
わ
れ
る
も
う
―
つ
の
自
分
、

す
な
わ
ち
、
第
二
存
在

(le
d
o
u
b
l
e
)

こ
そ
、
自
己
の
肉
体
を

時
々
に
出
入
す
る
「
霊
魂

(a
.
m
e
)
」
と
し
て
観
念
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
死
を
契
機
と
し
て
、
霊
魂
は
肉
体
か
ら
決
定
的
に
分
離
し
自
由

に
放
た
れ
「
精
霊

(
e
s
p
r
it
)
」
に
変
形
し
、
礼
拝
の
対
象
と
な
る
。

だ
が
、
霊
魂
は
、
自
分
自
身
の
も
の
で
あ
れ
仲
間
の
も
の
で
あ
れ
、

そ
れ
自
体
に
お
い
て
俗
な
る
「
個
人
」
の
「
単
な
る
写
し
」
に
す
ぎ

な
い

。
死
と
い
え
ど
も
、
霊
魂
に
よ
り
大
き
な
行
動
の
自
由
を
与
え

る
だ
け
で
あ

っ
て
、
霊
魂
を
聖
な
る
存
在
と
し
て
の
精
霊
に
変
形
さ

せ
る
力
は
も
た
な
い

(
p
.8
5
:
上
―

1
0
-
1
―
―
頁
）
。
結
局
、

個
人
と
し
て
の
人
間
は
、
た
と
え
そ
れ
が
夢
の
中
に
現
わ
れ
る
も
の

と
し
て
も
、
単
な
る
個
人
に
す
ぎ
ず
‘
け

っ
し
て
聖
な
る
特
徴
は
も

ち
え
な
い

(p
p
.1
2
3
'
1
2
4
:
上
一
五
六
ー
一
五
七
頁
）。

こ
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
説
に
見
ら
れ
る

個
人
主
義
的
、
心
理
学
的
な
宗
教
説
明
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
‘

宗
教
現
象
が
個
人
的
な
心
理
現
象
で
も

「個
人
」
を
対
象
と
す
る
崇

拝
で
も
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

(
2
)
合
理
主
義
的
解
釈
の
批
判

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
‘
十
七
、
八
世
紀
英
米
の
世
俗
思
想
や
懐
疑
論
、

及
び
、
十
九
世
紀
英
国
の
功
利
主
義
や
フ
ラ

ン
ス
の
実
証
主
義
と
結

び
つ
い
て
い
た
、
宗
教
理
解
の
知
的
伝
統
、
す
な
わ
ち
、

「合
理
主

義
者
の
伝
統

(r
a
t
i
o
n
a
l
i
s
t
t
r
a
d
i
t
i
o
n
)
」
を
脱
し
て
い
た
。
こ
の

伝
統
は
、
外
見
上
非
合
理
的
な
も
の
で
も
合
理
的
分
析
の
枠
内
に
も

ち
こ
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

っ
て
、
既
成
の
教
理
は
無
知
と
僧
侶

達
の
故
意
の
ご
ま
か
し
の
所
産
で
あ
る
と
主
張
す
る

(B
e
l
l
a
h
,

1
9
7
0
,
 pp
.
4
-
5
 :
 八

一
I
八
三

頁
）。

つ
ま
り
、
こ
の
主
張
は
究
極

的
に
は
宗
教
を
無
知
や
誤
謬
に
基
づ
く
幻
想
に
帰
す
る
の
で
あ

る
。し
か
し
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
あ

っ
て
は
、
宗
教
を
含
む

「
人
類
の

制
度
は
誤
謬
と
欺
隔
と
に
は
立
脚
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
さ
も
な
け

れ
ば
、
人
類
の
制
度
は
持
続
で
き
な
か

っ
た
だ
ろ
う
」。

要
す
る
に
‘

「
偽
り
の
宗
教
な
ど
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
宗
教
は

6
 



そ
れ
な
り
に
真
実
で
あ
る
」
(F
oミ
m
e
s
e
l
e
m
e
n
t
a
i
r
e
s
., 
p
.3
:
 上一

九
頁
）。
こ
こ
に
お
い
て
、
宗
教
の
個
人
主
義
的
解
釈
を
試
み
た
と
し
て
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
り
批
判
さ
れ
た
ア
ニ
ミ
ズ
ム
説
は
‘
ま
た
、
合
理
主

義
的
解
釈
の
立
場
を
と
る
も
の
と
し
て
批
判
の
的
と
な
る
。
ア
ニ

ミ

ズ
ム
理
論
は
、
宗
教
的
信
念
を
、
人
間
が
規
則
的
に
毎
日
と
ら
え
ら

れ
る
一
種
の

「錯
乱
」
の
中
で
生
み
出
し
た

「架
空
の
概
念
」
で
あ

る
と
、
す
な
わ
ち
、
夢
の
な
か
に
現
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
実
在
の
う

ち

に

客

観

的

な

根

底

を

も

た

ぬ

よ

う

な

「錯
覚
上
の
表
象

(r
e
p
r
e
s
e
n
t
a
ti
o
n
s
 h
a
llu
c
in
a
t
o
i
r
e
s
)
」
に
す
ぎ
な
い
と
、
見
倣

す

(I
b
i
d
.、
p
.9
7
:
-上
―
二
四
I
―
二
五
頁
）。
結
局
の
と
こ
ろ
‘

ア
ニ

ミ
ズ
ム
論
は
‘
宗
教
的
信
念
が
科
学
、
こ
の
場
合
は
心
理
学
に
よ

っ

て
説
明
可
能
な
現
象

（夢
）
に
つ
い
て
の
前
科
学
的
な
説
明
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る

(P
a
r
s
o
n
s
,
1
9
3
7
., 
p.41
3
:
 S
 |
-

五
九
頁
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
宗
教
は
科
学
の
発

展
と
と
も
に
消
滅
し
て
ゆ
く
も
の
と
さ
れ
、
宗
教
が
歴
史
上
顕
著
な

地
位
を
占
め
た
こ
と
や
、
人
間
の
生
き
る
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

源
泉
で
あ

っ
た
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
だ
ろ
う

(Cf.
,
F
o
r
m
e
s
.、

p
.9
8
:
 -Y
―
二
五
頁
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
‘
宗
教
が
、
「
な
に
か
説
明
で

き
な
い
錯
覚
」
で
は
な
く
「
実
在
に
立
脚
し
て
お
り
」
、
「
最
も
非
妥

協
的
な
合
理
主
義
者

(rationalist
e
le
 p
l
u
s
 
i
n
t
r
a
n
s
i
g
e
a
n
t
)
 

と
い
え
ど
も
無
視
し
え
な
い
意
味
と
理
由
と
を
も

っ
て
い
る
」
と
主

張
し

(I
b
i
d
."
p
.3
2
2
 "
上
四

0
五
ー
四

0
六
頁
）
、

宗
教
解
釈
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
い

っ
た
方
向
は
、
か
れ
の

「聖
な
る
も
の

(le
s
a
c
r
e
)
」

の
議
論
の
中
に
明
白
に
見
出
さ
れ
る
。
宗
教
的
信
念
の
最
も
重
要
な

特
徴
は
、
世
界
や
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
事
物
を
、
絶
対
的
に
異
質

的
で
あ
り
相
互
に
排
除
し
あ
う
二
つ
の
類

（
壁
と
俗
）
へ
二
分
す
る

こ
と
で
あ
る

(p
p
.5
0
-
5
3
,
5
6
 :
 上
七
ニ
ー
七
五
、
七
七
頁
）
。

と
こ
ろ
で
、
聖
／
俗
の
根
本
的
二
元
性
の
観
念
を
示
唆
す
る
も
の

は

「感
覚
的
経
験

(e
x
p
e
ri
e
n
c
e
s
e
nsibl
e)
」
の
中
に
は
な
に
も

な
い

(p
.5
8
王

九

頁
）
。
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
が
積
極
的
に
強
調
し
て

い
る
よ
う
に
、
「
あ
る
事
物
が
帯
び
て
い
る
聖
な
る
特
徴
は
こ
の
事
物

の
本
具
的

(intrins
e
q
u
e)

な
特
性
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で

、
、
、
、
、
、

、
、
、

、

、

、
、
、
、、

は
な
い
。
こ
の
特
性
に
付
加
さ
れ
て

(su
r
a
j
o
u
te)

い
る
の
で
あ
る
。

宗
教
的
な
る
も
の
の
世
界
は
経
験
的
自
然
の
特
定
側
面
で
は
な
い
。

そ
れ
は
経
験
的
自
然
の
上
に
重
ね
置
か
れ
て

(su
p
e
r
p
o
s
e)

い
る

の
で
あ
る
」
(p
.3
2
8
"
上
四
―
―
頁
）
。

こ
の
よ
う
に
、

聖
／
俗
の
区
分
は
、
感
覚
的
経
験
の
世
界
に
あ
る

程
度
対
応
し
て
い
る
よ
う
な
科
学
的
、
合
理
的
な
区
分
で
は
な
い
。

「
聖
な
る
も
の
」
の
観
念
は
、
経
験
的
で
物
的
な
世
界
に
つ
い
て
の

科
学
的
な
表
象
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
は
‘

科
学
的
妥
当

性
甚
準
を
充
足
し
え
ぬ
「
幻
想
」
で
は
な
く
‘
こ

の
基
準
を
超
え
う

る
よ
う
な
表
象
な
の
で
あ
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
‘
聖
な
る
も
の
は
‘
「

い

か
な
る
利
用
可
能
な
概
念
上
の
諸
手
段
に
よ

っ
て
も
容
易
に
捉
え
難

合
理
主
義
的
な

7
 



い
非
認
知
的

(n
o
n
c
o
g
n
i
t
i
v
e
)
な
要
因
」

(Cf.
、
B
e
llah
,
1
9
7
0
,
 

p
.2
4
0
:
 

―
―
七
頁
）
で
あ
る
と
い
え
よ
う。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
聖
な
る
も
の
」
は
、
合
理
的
用
語
で
記
述

不
能
な
「
非
合
理
的
な
も
の
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
。
そ
し
て
‘

こ
の
よ
う
な
非
合
理
的
な
「
聖
な
る
も
の
」
を
分
析
対
象
と
し
つ
つ

も
、
そ
の
実
在
性
を
雲
散
霧
消
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
「
宗
教

の
科
学

(sc
ie
n
c
e
d
e
s
 religions
)
」
こ

そ
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
目

指
し
た
も
の
で
あ
る

(C
f
,
F
o
r
m
es
., 
p
.9
9
 :
 上
―
二
六
ー
―
ニ

七
頁
）

。
ベ
ラ
ー
が
、
間
接
的
に
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
は
‘
一
方
に
お
い
て
、
宗
教
の
「
独
自
な
性
質

(s
u
i

g
e
n
e
r
i
s
 
q
u
a
lit
y)
」
や

「非
還
元
性

(irreducibility
)
」
を
積
極

的
に
認
め
る
と
い
う
点
で
非
合
理
主
義
の
伝
統
を
救
い
上
げ
な
が
ら
、

他
方
に
お
い
て
、
か
よ
う
な
特
性
を
科
学
的
に
説
明
し
よ
う
と
試
み

て
い
る
点
で
は
合
理
主
義
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

(
C
f
,
 0p.cit.) 
p

p
.4
ー

8
八
ニ
ー
八
九
頁
）。

以
上
の
よ
う
に
、
宗
教
の
個
人
主
義
的
解
釈
や
合
理
主
義
的
解
釈

に
対
す
る
批
判
を
経
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
提
出
し
た
も
の
は
、
宗

教
現
象
が
集
合
性
と
非
合
理
性
を
も
つ

「
独
自
の
実
在

(
r
e
a
lit
e

sui generis)
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
実
在
こ
そ

「
社
会
」
で
あ

っ
た
。

宗
教
と
社
会
の
関
係
に
お
け
る
二
重
性

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、

経
験
的
デ
ー
タ
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
を
手
掛
か
り
と
し
な
が
ら
、
宗
教
の
社
会
学
的
解
釈

を
試
み
た
。
そ
し
て
、
か
れ
独
自
の
理
論
的
着
眼
は
、
ト
ー
テ
ミ
ズ

ム
が
具
体
的
な
ト
ー
テ
ム
種
（
動

・
植
物
種
）
の
崇
拝
で
は
な
く
匿

名
的

・
非
人
格
的

・
遍
在
的
な
力
、
す
な
わ
ち
、
ト
ー
テ
ム
原
理
の

宗
教
で
あ
り
、
ト

ー
テ
ム
そ
の
も
の
は
こ
の
力
の
シ
ン
ボ
ル

(s
y
m
b
o
l
e
)
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
次
の
よ
う
な
「
神
と
社
会
と
は
等
置
で
あ
る
」
と
い
う
有
名
な

定
式
を
提
出
す
る
。

「
ト
ー
テ
ム
は
異
な

っ
た
二
種
の
事
物
を
表
現
し
象
徴
し
て
い
る
。

一
方
に
お
い
て
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
ト
ー
テ
ム
原
理
ま
た
は
ト
ー

テ
ム
神
と
呼
ん
で
き
た
も
の
の
外
的
で
可
感
的
な
形
態
で
あ
る
。
だ

が
、
他
方
に
お
い
て
、
そ
れ
は
ク
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
一
定
の
社
会
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

。

•
•
•

そ
れ
ゆ
え
、
ト
ー
テ
ム
が
、
同
時
に
、

神
と
社
会
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
神
と
社
会
と
が

―
つ
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
な
か
ろ
う
か
」
(F
o
r
m
e
s
e
l1
閤ゞ
ntaires
.、

p

p
.2
9
4ー

2
9
5
:• 

上
三
七―

-
I
三
七
三
頁
）
。

ト
ー
テ

ム
1
1

聖
な
る
も
の
1
1

宗
教
的
な
も
の
と
‘
ク
ラ
ン
1
1

社
会

集
団
1
1

社
会
的
な
も
の
、
と
の
等
置
に
関
し
て
は
、
次
の
二
つ
の
命

題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
‘
夙
に
パ
ー
ソ
ン

ズ
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り

(P
a
r
s
o
n
s
,
1
9
3
7
,
 p
p
.
4
2
6
-
4
2
8
:
 

III
I
一
七
七
ー
一
七
九
頁
）
、
最
近
に
お
い
て
は
ピ
カ
リ

ン
グ
が
議

論
し
て
い
る

(P
i
c
k
eri
n
g
,
1
9
8
4
,
 p

p
.2
6
2
-
2
7
 4)

。

8
 



二
つ
の
命
題
と
は
‘

(1
)
「
宗
教
は
社
会
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
命

題、（
2
）
「
社
会
は
宗
教
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
で
あ
る
。
以
下
、

宗
教
と
社
会
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
二
重
性
の
社
会
学
的

意
味
合
い
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
こ
う
。

(
l
)
「
宗
教
は
社
会
現
象
で
あ
る
」

こ
の
命
題
に
お
け
る
宗
教
と
社
会
の
関
係
は
‘
宗
教
が
社
会
の
関

数
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
‘
食
p
lミ
蕊
ミ
d
ミ

m
（
被
説
明

項
）
と
し
て
の
宗
教
を

gPlミ
g
苔
（
説
明
項
）
と
し
て
の
社
会
に

関
係
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
叙
述
に
続
い
て

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
い
う
。「
ク
ラ
ン
の
神
、
す
な
わ
ち
、
ト
ー
テ
ム
原

理
は
ク
ラ
ン
そ
の
も
の
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
。
だ
が
、

こ
の
ク
ラ
ン
は
、
ト
ー
テ
ム
に
用
い
ら
れ
る
植
物
ま
た
は
動
物
の
可

感
的
な
形
態
の
も
と
で
、
具
体
化
さ
れ
想
像
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
」
(
F
oミ
m
e
s
.,
p
.2
9
5
:
 上
三
七
三
頁
）
。
さ

ら
に
ま
た
、
端
的
に
「
神
は
社
会
の
具
象
化
さ
れ
た
表
現

(
e
x
p
re
s
,
 

s
i
o
n
 
f
i
g
u
r
e
e
 
d
e
 la
 s
o
c
i
e
te)

に
す
ぎ
な
い
」
と
も
語
っ
て
い

る

(Ib
i
d
:
p
.3
2
3
:
 -上
四

0
七
頁
）
。

こ
う
い
っ
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
叙
述
は
‘
「
神
的
本
質
は
人
間
的
本

質
で
あ
る
」
と
い
う
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
テ
ー
ゼ
を
努
輻
と
さ
せ

(
C
o
s
e
r
,
 p
.1
3
8
)
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
宗
教
の
唯
物
論
的
解
釈

に
繋
が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
自
己
の

宗
教
理
論
が
「
史
的
唯
物
論
の
単
な
る
更
新
」
で
は
な
い
と
注
意
を

促
し
て
い
る
が

(
F
o
ミ
慈
s
.,
p
.6
0
5
:
 下
三
三
六
頁
）
、
こ
の
よ
う

な
誤
解
を
招
く
よ
う
な
説
明
様
式
が
『
原
初
形
態
』
に
散
見
し
て
い

る。

，
 

例
え
ば
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
「
マ
ナ
」
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
ト

ー
テ
ム
原
理
」
は
本
質
的
に
と
も
に
非
人
格
的
で
遍
在
的
な
力
で
あ

り
な
が
ら
も
、
「
マ
ナ
」
観
念
が
い
っ
そ
う
抽
象
的
・
普
遍
的
で
「
ト

ー
テ
ム
原
理
」
の
観
念
が
い
っ
そ
う
特
殊
的
で
あ
る
の
は
何
故
か
、

を
問
う
と
き
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
「
社
会
環
境
」
要
因
に
訴
え
る

(
I
b
i
d
.、
p
p
.2
8
0ー

2
8
1
:
上
三
五
一
―
ー
三
五
三
頁
）
。
ト
ー
テ
ム
原
理

に
み
ら
れ
る
「
個
別
主
義

(
p
a
r
t
ic
u
l
a
r
i
s
m
e
)

を
課
し
た
の
は
杜

会
環
境
の
性
質
で
あ
る
」
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
‘
ク
ラ
ン
が
相

互
に
自
律
性
と
個
性
を
保
ち
つ
つ
並
存
し
て
い
る
の
で
、
ト
ー
テ
ム

原
理
も
ク
ラ
ン
梱
に
狭
く
局
限
さ
れ
特
殊
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
単
一
か
つ
普
遍
的

(
u
n
i
q
u
e
e
t
 
u
n
i
v
e
r
s
e
!
)

な
マ
ナ
の
観
念
」

の
出
現
は
、
連
邦
的
な
ク
ラ
ン
を
超
え
ク
ラ
ン
を
多
少
と
も
吸
収
し

て
し
ま
う
よ
う
な
「
部
族
的
統
一
」
な
い
し
「
中
央
集
権
」
の
成
立

に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
宗
教
力
の
普
遍
化
ー
個
別
化
」
が

「社
会
環
境
の

構
造
上
の
拡
大
ー
局
限
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
説
明
様
式

は
‘
ル
ー
ク
ス
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
構
造
の
形
態
学
的

な
特
徴
と
宗
教
的
信
念
の
内
容
と
の
因
果
的
連
繋
を
想
定
し
て
い
る

と
い
え
よ
う

(
C
f
,
L
u
k
e
s
,
 1
9
7
3
,
 p
p
.
4
6
3ー

4
6
4
)
。
こ
の
説
明
様

式
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
集
合
生
活
の
「
基
体
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の



(5) 

物
的
な
社
会
構
造
要
因
に
、
宗
教
現
象
を
還
元
し
さ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

さ
ら
に
ま
た
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
‘
聖
観
念
、
す
な
わ
ち
宗
教
的

観
念
の
発
生
を
「
沸
騰
し
た
社
会
環
境
に
お
け
る
沸
騰
」
、
す
な
わ

ち
「
集
合
的
沸
騰

(
e
f
f
e
r
v
e
s
c
e
n
c
e
collective
)
」
要
因
に
求
め

て
い
る
。「
集
合
的
沸
騰
」
の
積
極
的
な
社
会
学
的
意
義
に
つ
い
て
は

次
節
で
議
論
し
た
い
が
、
こ
の
要
因
は
、
「
密
集
と
い
う
ま
さ
に
事

実
そ
の
も
の
が
並
外
れ
て
強
力
な
興
奮
剤
と
し
て
働
く
」

(
F
o
r
m
e
s
.,

p
.3
0
8
:
 
• 

上
三
八
九
頁
）
と
い
う
叙
述
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
往
々
、

群
集
心
理
学
的
要
因
と
混
同
さ
れ
や
す
い
。
例
え
ば
、
夙
に
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ワ
イ
ザ
ー
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
理
論
が
群
集
心
理
学

理
論
に
は
か
な
ら
な
い
と
‘
群
集
心
理
的
状
況
は
む
し
ろ
高
級
な
心

的
過
程
を
麻
痺
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
「
本
能
的
、
反
射
的

(instin
,
 

ctive 
a
n
d
 reflexive
)
な
反
応
」
で
あ
り
既
成
の
聖
感
覚
を
強

化
し
た
り
変
質
さ
せ
た
り
す
る
け
れ
ど
も
そ
れ
を
創
造
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
‘
批
判
し
て
い
る

(G
妥
l
e
n
w
e
i
s
e
r
,
1
9
1
7
,
 p

p
.3
7
0
-

3
7
1
 ;
 Cf, 
P
i
c
k
e
r
i
n
g
,
 
p
.
3
9
6
)

。

こ
う
い

っ
た
群
集
心
理
学
的
要

因
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
「
社
会
的
潮
流
」
と
呼
ぶ
も
の
に
属
し
、

流
動
的
で
あ
る
が
、
あ
た
か
も
物
理
的
力
の
よ
う
に
外
的
な
強
制
力

を
備
え
た
物
的
特
性
の
際
立
つ
要
因
で
あ
る
と
い
え
よ
う

(Cf.
,

匂
'gles
.,
p

p
.6
-
7
,
 9
:
 五
六
ー
五
七
、
六
〇
ー
六
一
頁

Suicide
.,

p

p
.3
4
8
-
3
4
9
:
 三
八
八
ー
三
八
九
頁
）。

以
上
の
よ
う
に
、
「
宗
教
は
社
会
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
は
‘

宗
教
的
観
念
（
「
聖
な
る
ト
ー
テ
ム
原
理
」
）
の
指
示
対
象
が
具
体
的

で
経
験
的
な
社
会
集
団

（「
ク
ラ
ン
」
）
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
宗

教
的
観
念
が
形
態
学
的
で
あ
れ
流
動
的
で
あ
れ
物
的
な
要
因
に
因
果

的
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
を
意
味
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ

の
命
題
は
、
パ
—
ソ
ン

ズ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
‘
「
宗
教
の
経
験

的
・

具
体
的
•
物
的
な
側
面
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
る

(P
a
r
s
o
n
s

,

1
9
3
7
,
 p
.
4
2
7
:
 

s-―
七
八
頁
）
。

(
2
)
「
社
会
は
宗
教
現
象
で
あ
る
」

な
る
ほ
ど
、

『原
初
形
態
』
を
表
層
的
に
読
む
と
き
‘

(
l
)
の
命
題

（「
宗
教
は
社
会
現
象
で
あ
る
」）

を
す
ぐ
さ
ま
取
り
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

だ
が
、

『原
初
形
態
』
で
論
じ
ら
れ
て
い
る

「社
会
的
実

在
」
の
特
性
が
も
つ
社
会
学
的
意
味
合
い
を
、
単
な
る

「宗
教
の
社

、
、
、
、

会
学
」
と
い
う
連
辞
符
的
社
会
学
を
超
え
て
社
会
学
一
般
の
理
論
的

問
題
と
関
連
さ
せ
る
と
き
‘
宗
教
の
社
会
的
特
性
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
よ
り
も
、

宗
教
の
特
性
を
通
じ
て
社
会
の
独
自
の
性
質
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
の
ほ
う
が

『原
初
形
態
』
の
読
解
と
し
て
は
重
要
と

な

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
（
2
）
の
命
題
、
「
社
会
は
宗
教
現

象
で
あ
る
」
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
命
題
に
お
い
て
は
‘
「
社
会
」
は、

(1
)
の
命
題
に
お
け
る
位
置
と
異
な
り
、
食
p
l
a
ミ
m
d
u
m
の
位
置

に
あ
り
、
「
宗
教
的
な
る
も
の
」
こ
そ
g
P
lミミ

zns
の
位
置
を
占
め
る

の
で
あ
る
。

ポ

ッ
ジ
も
、

こ
の
よ
う
な

「宗
教
現
象
と
し
て
の
社
会
」
、

つ
ま

10 



り
、
社
会
に
対
す
る
宗
教
の
歴
史
的
・
論
理
的
な
プ
リ
オ
リ
テ
（
先

行
性

II
優
位
性
）
を
、
制
度
の
理
論
の
文
脈
で
は
あ
る
が
、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
の
中
に
見
出
し
て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
い
て
は
‘

宗
教
は
、
社
会
諸
現
象
（
社
会
諸
制
度
）
に
と
っ
て
、
「
範
列

(p
a
r
a
d
i
g
m
)
」
で
あ
り
、
「
原
型

(p
r
o
t
o
t
y
p
e
)
」
で
あ
り
、
そ
し

て
、
「
至
上
の
も
の

(
s
u
p
r
e
m
a
c
y
)
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る

(
C
f
,

P
o
g
g
i
,
 19
7
2
,
 p
p
.2
3
5
-
2
3
7
 :
 ――
―
―
-
I
-
――
一
三
頁
）
。

デ
ュ
ル
ケ
—
ム
は
い
う

。

「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
主
要
な
社
会
制
度

は
宗
教
か
ら
生
ま
れ
た
。
・
・
・

宗
教
生
活
は
集
合
生
活
全
体
の
卓

越
し
た
形
態

(
f
o
r
m
e
e
m
i
n
e
n
t
e
)

で
あ
り
、
い
わ
ば
そ
の
縮
図

的
表
現

(
e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
r
a
c
c
o
u
r
c
i
e
)

で
あ
る

・・

・
」
(F
o
r
m
sヽ
.,

p
p
.5
9
8ー

5
9
9
:
f,<--
三
―
一
七
頁
）
。

聖
な
る
も
の
へ
の
「
尊
敬
の
集
合
的
感
情
」
は
あ
ら
ゆ
る
規
範
を

特
徴
づ
け
活
性
化
さ
せ
る

「
威
信
」
と
類
似
し
て
お
り
、
消
極
的
儀

礼
、
と
り
わ
け
‘
禁
欲
的
儀
礼
に
見
ら
れ
る
節
制
、
自
己
犠
牲
‘
苦

痛
は
‘
服
従
行
動
に
お
け
る
自
己
抑
制
や
断
念
に
類
似
し
て
い
る
。

こ
の
意
味
で
、
宗
教
は
社
会
的
、
集
合
的
現
象
の

「
縮
図
的
表
現

1
1

モ
デ
ル
」
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
神
話
が
あ
ら
ゆ
る
知
識
の
源
泉
で
あ
り
‘
儀
礼
が
あ
ら

ゆ
る
行
為
の
源
泉
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
宗
教
は
社
会
現
象
の

「
原
型
」
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
表
現
で
い
え
ば
、
「
宗
教
現
象

は
、
そ
こ
か
ら
他
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
ー
|
_
少
な
く
と
も
ほ
と
ん
ど

(6
)
 

の
現
象
ー
が
派
生
す
る
萌
芽

(
g
e
r
m
e
)

で
あ
る
」

(P点
g
f
g
e
.
、

P
・
1
3
8
)
。

最
後
に
、
宗
教
は
諸
制
度
の
機
能
的
意
義
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
う

ち
至
高
の
地
位
を
占
め
こ
れ
ら
の
制
度
の
「
究
極
的
な
支
柱
」
を
な

す
と
い
う
意
味
で
、
社
会
現
象
の
超
越
的
で
「
卓
越
し
た
形
態
」
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
宗
教
の
こ
の
よ
う
な
プ
リ
オ
リ
テ
の
実
質
的
な
内
容

と
は
何
か
。

い
い
か
え
れ
ば
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
‘

e辻
p
l
ミミ
m
s
と

し
て
の
「
宗
教
」
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
既
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
宗
教
と
は
集
合

性
と
非
合
理
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
文

脈
で
特
に
問
題
と
し
た
い
の
は
「
聖
な
る
も
の
」
の
非
合
理
性
で
あ

る
。

11 

第
一
に
、
「
聖
な
る
も
の
」
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
直
接
観
察
可

能
な
経
験
的
な
世
界
の
上
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
な

り
に
実
在
性
を
も
つ
特
性
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
‘
科
学

的
分
析
・
観
察
の
枠
外
に
置
か
れ
た
、
「
非
合
理
的
な
も
の
」
、
パ
ー

ソ
ン
ズ
の
用
語
で
い
え
ば
「
非
経
験
的
実
在

(
n
o
n
e
m
p
i
r
i
c
a
l

reality
)
」
で
あ
る

(P
a
r
s
o
n
s
,
1
9
3
7
,
 pp
.
4
2
1ー

4
2
2
:
S
ー

一
七

o
i
一
七
二
頁
）
。

第
二
に
、
な
る
ほ
ど
、
こ
う
い
っ
た
実
在
は
‘
具
体
的
に
は
「
ト

ー
テ
ム
原
理
」
の
よ
う
に
ト
ー
テ
ム
種
と
い
う
物
的
な
実
在
に
よ

っ

て
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
る
が
、
そ
れ
自
体
に
お
い
て
は
、
集
合
的
思
考

の
生
み
出
す
「
観
念

II
理
想

(id
窓
ー
ideal)
」
と
し
て
の
実
在
性



を
有
し
て
い
る
。「
集
合
表
象
は
自
ら
が
関
連
し
て
い
る
事
物
に
、
い

か
な
る
形
態
に
お
い
て
も
、
い
か
な
る
程
度
に
お
い
て
も
、
そ
の
事

物
の
中
に
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
な
特
性
を
、
き
わ
め
て
し
ば
し
ば
‘

付
与
す
る
の
で
あ
る
」
(F
o
r
m
e
s
.,
p
.3
2
6
:
 上
四

0
九

1
四
一
〇

頁）
。

こ
の
特
性
が
属
す
る
世
界
は
「
あ
る
意
味
で
人
間
の
思
考

(p
e
n
s
e
e
)

の
中
に
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
か
れ
は
、
そ
の
世

界
に
、
現
実
の
世
界
よ
り
も
い
っ
そ
う
高
い
一
種
の
威
厳

(<li
g
nit
e
)

を
付
与
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
こ
の
二
重

の
理
由
に
お
い
て
、
理
想
の

(i
de
a
l
)

世
界
で
あ
る
」
(I
b
id.
、

p
.6
0
3
 "
下
三
三
三
頁
）
。

「
聖
な
る
も
の
」
が
右
の
よ
う
な
特
性
を
も
つ
と
す
る
な
ら
ば
‘

(
2
)
の
「
社
会
は
宗
教
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
、
す
な
わ
ち
、

「
社
会
は
聖
な
る
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
は
‘

(1
)
の
「
宗
教
は

社
会
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
と
異
な
り
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
「
社
会
の
非
経
験
的

・
抽
象
的

・
観
念
的
（
理
想

的
）
な
側
面
」
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
よ
う

(P
a
r
s
o
n
s
,
1
9
3
7
,
 

p
.
4
2
7
:
 
S
 |
―
七
八
頁
）
。
こ
の
場
合
、
「
社
会
」
は
、
ま
さ
に
次
の

よ
う
な
特
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。

「
観
念
論
（
理
想
主
義
）
（
id
e
a
li
s
m
e
)

の
定
式
が
ほ
と
ん
ど
文

字
通
り
適
用
さ
れ
る
自
然
の
一
領
域
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は

社
会
界
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
観
念
（
理
念
）
（
i
de
e
)

が
実
在
（
現

実）（
r
e
a
lite)

を
作
っ
て
い
る
」
(
F
o
ミ
慈
s
.,
p
.3
2
6
 "
上
四
―

0
頁）
。

以
上
の
命
題
の
二
重
性
は
‘
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
「
宗
教
の
定

義
」
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
宗
教
に
関
す
る
か
れ
の
最
初
の
定
義
、

す
な
わ
ち
、
一
八
九
九
年
の
論
文
「
宗
教
現
象
の
定
義
」
に
お
い
て

は
、
宗
教
は
「
義
務
的

(
o
bl
i
g
a
to
ir
e)

な
諸
信
念
と
こ
れ
に
結
び

つ
く
一
定
の
〔
義
務
的
な
〕
諸
慣
行
」
の
「
総
体
」
と
さ
れ
て
い
る

(Cf.
,
 ̀'D
f
f
i
n
i
t
i
o
汽’)
p
p
.159ー

1
6
0
"
八
四

I
八
五
頁
、
内
藤
、

二
五
頁
）
。
こ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
、
そ
れ

が
宗
教
の
義
務
的
、
命
令
的
な
特
徴
を
専
ら
重
視
し
て
お
り
、
余
り

に
も
外
形
的

(
f
o
r
m
e
l
)

で
余
り
に
も
宗
教
的
表
象
の
内
容

(
c
o
n
t
e
n
u
)

を
な
お
ざ
り
に
し
て
い
る
、
と
『
原
初
形
態
』
で
注

記
し
て
い
る

(F
o
ミ
慈
s
.,
p
p
.6
5ー

6
6
:
-上
八
九
頁
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
原
初
形
態
』
の
定
義
に
お
い
て
は
‘
宗
教
は

「
聖
な
る
事
物
に
関
連
す
る
信
念
と
慣
行
の
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
‘

聖
性
に
焦
点
が
あ
る
第
一
の
要
素
と
、「
教
会
と
呼
ば
れ
る
同
じ
道
徳

的
共
同
体
」
と
い
う
、
集
団
に
か
か
わ
る
第
二
の
要
素
か
ら
成
っ
て

い
る

(
C
f
,
I
b
i
d
.、
p
.6
5
:
上
八
六

I
八
七
頁
）
。

要
す
る
に
‘

l

八
九
九
年
の
定
義
、
お
よ
ぴ
、
『
原
初
形
態
』
の

定
義
の
第
二
要
素
は
、
「
宗
教
は
社
会
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
に
、

『
原
初
形
態
』
の
第
一
要
素
は
「
社
会
は
宗
教
現
象
で
あ
る
」
と
い

う
命
題
に
、
そ
れ
ぞ
れ
深
く
関
連
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
両
定

義
の
異
質
性
に
着
目
し
た
内
藤
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
九
年
の
定
義
は

「
社
会
体
系
と
し
て
の
宗
教
」
を
、
『
原
初
形
態
』
の
そ
れ
は
「
文

化
す
な
わ
ち
聖
の
体
系
と
し
て
の
宗
教
」
を
、
お
の
お
の
強
調
し
た

定
義
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
二
五
ー
三
五
頁
）
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
け
る
宗
教
の
社
会
学
的
な

意
義
を
、
近
代
社
会
の
秩
序
の
根
拠
を
原
理
的
に
求
め
る
と
い
う
問

題
と
関
連
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
‘

『原
初
形
態
』
を
、

(
l
)
の
命

題
が
意
味
し
て
い
る
、
狭
く
限
定
さ
れ
た
「
宗
教
の
社
会
学

(soci
,
 

o
l
o
g
y
 
o
f
 
religion
)
と
し
て
よ
り
も
‘

(
2
)
の
命
題
が
示
唆
し
て

い
る
よ
う
な
、
「
宗

教

を

基

底

に

置

く

社

会

学

(religious

(7
)
 

s
o
c
i
o
l
o
g
y
)
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
う

い
っ
た
方
向
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
宗
教
的
原
体
験
で

あ
る
と
と
も
に
、
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
深
く
か
か
わ
る
「
集
合
的
沸

騰
」
概
念
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

宗
教
的
原
体
験
と
し
て
の

「
集
合
的
沸
騰
」

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
‘

『原
初
形
態
』
第
二
編
第
七
章
第
三
節
で
、

B
・
ス
ペ
ン
サ
ー
と

F
.
J
・
ギ
レ
ン
に
よ
る
ワ
ー
ラ
ム
ン
ガ
族
の

祭
儀
の
観
察
記
録
に
基
づ
き
、
そ
れ
に
か
れ
独
自
の
理
論
的
構
想
力

を
加
え
な
が
ら
、
集
合
的
沸
騰
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い

る
。
少
々
長
い
が
重
要
で
あ
る
の
で
必
要
部
分
の
み
引
用
し
て
み
よ

、つ
「
•
•
•

こ
の
よ
う
な
高
揚
状
態
に
達
し
た
な
ら
ば
、
人
は
我
を

忘
れ
る
。
か
れ
は
‘
自
分
を
通
常
と
は
異
な
っ
て
思
考
、
行
動
さ
せ

る
一
種
の
外
的
な
力
能
の
よ
う
な
も
の
に
よ
り
支
配
さ
れ
引
き
ず
ら

れ
て
い
る
と
感
ず
る
の
で
、
自
然
に
も
は
や
自
分
自
身
で
は
な
い
と

い

う

印

象

を

抱

く
。

か
れ
に
は
自
分
が
新
た
な
存
在

(etre

n
o
u
v
e
a
u

)
に
な

っ

た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

。

•
•
•

そ
し
て
、

時
を
同
じ
く
し
て
、
か
れ
の
仲
間
た
ち
も
す
べ
て
、
同
じ
よ
う
に
自

分
た
ち
が
変
容
す
る
の
を
感
じ
、
自
分
た
ち
の
感
情
を
叫
び
声
や
身

振
り
や
態
度
に
よ

っ
て
表
現
す
る
の
で
、
か
れ
は
、
通
常
生
活
し
て

い
る
世
界
と
ま

っ
た
く
違

っ
た
特
別
な
世
界
、
す
な
わ
ち
か
れ
の
中

に
侵
入
し
か
れ
を
変
身
さ
せ
る

(
m
e
t
a
m
o
r
p
h
o
s
e
r
)

例
外
的
に

強
い
力
で
充
ち
充
ち
た
環
境
の
中
へ
現
実
に
移
し
変
え
ら
れ
た
か
の

よ
う
に
、
す
べ
て
が
経
過
す
る
。
こ
の
よ
う
な
経
験
が
と
く
に
数
週

間
を
通
じ
て
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
、
異
質
的
で
相
互

に
比
較
を
絶
し
た
二
つ
の
世
界
が
実
際
に
存
在
す
る
と
い
う
確
信
を

ど
う
し
て
か
れ
に
残
し
て
お
か
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
は
、
か
れ
が

活
気
な
く
日
常
生
活
を
送

っ
て
い
る
世
界
で
あ
る
。
反
対
に
、
他
方

の
世
界
に
入
い
り
込
め
ば
‘
す
ぐ
さ
ま
か
れ
は
自
分
を
熱
狂
状
態
に

ま
で
興
奮
さ
せ
る
異
常
な
威
力
と
関
係
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

前
者
は
俗
な
る
世
界
で
あ
り
、
後
者
は
聖
な
る
事
物
の
世
界
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
宗
教
的
観
念
か
生
ま
れ
で
た
と
思
わ
れ
る
の
は
‘
こ
れ

ら
の
沸
騰
し
た
社
会
環
境
の
中
で
、
そ
し
て
、
こ
の
沸
騰
そ
の
も
の

か
ら
で
あ
る
」
(F
o
r
m
e
s
e
l
e
m
e
n
t
a
i
r
e
s
.、
p
p
.3
1
2ー

3
1
3
:
-
上
三
九

三
頁
）。
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(
1
)
「
沸
騰
」
を
め
ぐ
る
諸
解
釈

近
年

こ
の
概
念
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
重
要
な
解
釈
が
現
わ
れ



て
い
る
。

た
と
え
ば
、
中
(
-
九
七
九
）
は
‘
「
沸
騰
」
を
集
合
的
生
命

(la

vie 
collective)

の
原
動
力
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
沸
騰
は
、
社

会
生
命
の
最
深
層
位
に
あ
る
合
一
態

(
c
o
m
m
u
n
i
o
n
)
で
あ
り
、

固
定
化
さ
れ
た
社
会
構
造
の
う
ち
に
可
能
態
と
し
て
内
在
化
さ
れ
、

構
造
に
集
合
的
生
気
を
吹
き
込
む
原
動
力
で
あ
る
（
ニ
―
四
頁
）。

そ
し
て
、
こ
の
社
会
生
命
の
横
溢
し
た
活
動
力
に
よ

っ
て
、
不
断
に

社
会
の
自
己
革
新
が
も
た
ら
さ
れ
る

（ニ
―

0
頁
）。

ま
た
、
テ
ィ
リ
ア
キ
ア
ン

(
1
9
8
5
)

は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
最
初

の
著
書

『分
業
論
』
に
お
け
る

「構
造
分
化
」
の
テ
ー
マ
を
補
完
す

る
も
の
と
し
て
、
最
後
の
著
書

『原
初
形
態
』
の
中
に
「
脱
分
化
」

の
テ
ー
マ
を
見
出
す
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
沸
騰
状
態
と
は
‘
「
集
合
体

の
既
に
分
化
し
た
メ

ン
バ
ー
が
、
例
外
的
に
集
合
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
集
中
的
か
つ
拡
大
的
な
相
互
作
用
の
中
で
、
か
れ
ら
の
共
同

1
1

共
通
性

(
c
o
m
m
o
n
a
l
i
t
y
)

を
確
立
あ
る
い
は
再
確
立
さ
せ

る
」
と
い
う
「
脱
分
化

(de
'differentiation
)
」
の
過
程
で
あ
る

と
解
釈
さ
れ
る

(
p
p
.1
2
8ー

1
3
0
)

。
脱
分
化
は
既
成
の
分
化
的
諸
要

素
・
部
分
を
、
組
織
化
の
従
来
よ
り
も
い
っ
そ
う
根
本
的
な
レ
ベ
ル

に
お
け
る
―
つ
の
全
体
へ
再
編
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
、
い
い
か
え
れ
ば
‘

社
会
的
共
同
体
の
共
同
の
価
値
や
シ
ン
ボ
ル
ヘ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト

を
再
生
す
る
。フ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
中
島

(
-
九
八
六
）
は
、

『自
殺
論
』
の
「
ア
ノ
ミ

ー
」
と
『
原
初
形
態
』
の
「
集
合
的
沸
騰
」
を
峻
別
す
る
。
ア
ノ
ミ

ー
は
生
命
性
に
溢
れ
た
沸
騰
状
態
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
秩
序
形
成
能

力
は
な
く
あ
ら
ゆ
る
無
秩
序
の
源
泉
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
集

合
的
沸
騰
は
‘

〈制
度
〉
形
成

（広
い
意
味
の
形
式
化
）
の
可
能
的

な
母
胎
で
あ
り
秩
序
形
成
能
力
を
卒
ん
で
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
前

者
が
い
わ
ば
、

f
o
r
m
l
e
s
s
life
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
は

f
o
r
m
a
t
i
v
e
 
life
で
あ
る

（八
‘
―
ニ
ー
一
七
頁
）
。

と
こ
ろ
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

の
「
集
合
的
沸
騰
」
に
社
会
学
に
お

け
る
重
要
な
概
念
と
し
て
初
め
て
脚
光
を
浴
び
せ
た
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ

ッ

、
、
、
、

チ
は
‘
沸
騰
そ
の
も
の
を
、
「
没
構
造
的

(gtructurel)
」
と
見
倣

し
な
す
な
わ
ち
、
沸
騰
の
動
態
的
、
爆
発
的
な
特
性
そ
れ
自
体
に

の
み
焦
点
を
当
て
た
。
か
れ
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
「
集
合
意
識
」

概
念
を
解
釈
す
る
さ
い
、
こ
の
概
念
の
中
に
‘
「
深
さ
の
社
会
学
」
の

発
想
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
、
社
会
的
現
実
の
諸
層
位
の
最
深
に

「
集
合
的
沸
騰
」
を
位
置
づ
け
て
い
る

(Gurvitch
,
1
9
5
0
,
 T
o
m
e
 

I

I

"

 
p
p
.
4
ふ）
。
こ
の
沸
騰
に
お
い
て
は
‘
能
動
的
で
波
動
的
な
、

没
構
造
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
が
実
現
し
て
い
る

(Cf,
,
G
u
r
v
i
t
c
h
,
 

1
9
5
0
,
 
T
o
m
e
 I
 
,
 p

p
.
 1
0
4
,
 4
 0
7
"
 

1
0
五
‘
-
―九
三
頁‘

1
9
5
5
,

p
.1
1
1
)

。

沸
騰
の
没
構
造
性
を
強
調
し
た
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ

ッ
チ
に
対
し
て
、
中
、

テ
ィ
リ
ア
キ
ア
ン
、
中
島
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
「
構
造
」

へ
の
視

野
を
保
ち
つ
つ
、
沸
騰
を
問
題
に
し
て
い
る
。
中
は
‘
沸
騰
そ
の
も

の
を
無
構
造
的
と
見
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
、
制
度
的
な
も
の
、
さ
ら

に
は
‘
集
合
意
識
の
深
層
位
に
お
い
て
保
持
さ
れ
る
「
同
一
性
」
と
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い
っ
た
、
広
い
意
味
で
の
構
造
的
な
も
の
に
関
連
さ
せ
よ
う
と
す
る

（
前
掲
、
一
四
七
ー

一
五
三
頁
）

。
テ
ィ
リ
ア
キ
ア

ン
の

「
脱
分

化
」
は
‘
一
方
に
お
い
て
、
既
成
の
分
化
し
た
役
割
・
組
織
•
成
層

の
「
融
合
」
で
あ
り
「
解
体
」
で
あ
り
「
帳
消
し
」
で
あ
る
と
い
う

点
で
、
没
構
造
的
過
程
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い
て
、
全
体
社
会
レ

ベ
ル
に
お
け
る
新
た
な
「
統
合
」
や
「
組
織
化
」
で
あ
る
と
い
う
点

で
は
‘
構
造
へ
の
言
及
を
含
ん
で
い
る

(
q
g戸
p
p
.1
2
2
-
1
2
5
,

1
3
0ー

131
)
。
べU
？
つ
に
、
中
＇
自
g

は
、
よ
り
積
極
的
、
明
確
に
、
集
合
的

沸
騰
そ
の
も
の
の
内
部
に
〈
制
度
〉
(11
構
造
）
形
成
可
能
性
を
見
出

そ
う
と
し
て
い
る
。

右
の
三
者
の
解
釈
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ

ー
ム
の

「
集
合
的
沸
騰
」
を
‘
没
構
造
的
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
‘

、
、
、
、
、

「
構
造
化
可
能

(structurable)
」
と
し
て
解
し
た
い
。

(
2
)
「
集
合
的
沸
騰
」
と
構
造
化

こ
の
場
合
、
沸
騰
の
「
構
造
化

(structuration)
」
と
は
、
対

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

象
の
状
態
の
過
程
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
対
象
を
構
成
す
る
原
理
な

の
か
。
も
し
、
原
理
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
‘
沸
騰
の
外

か
ら
与
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
沸
騰
そ
の
も
の
に
内
在
し
て

い
る
の
か
。
こ
れ
ら
い
く
つ
か
の
問
題
に
逢
着
す
る
。
こ
う
い
っ
た

問
題
に
応
え
る
た
め
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

シ
ン

ボ
リ
ズ
ム
を
吟

味
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

先
に
引
用
し
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
沸
騰
に
関
す
る
叙
述
に
窺
わ
れ

る
よ
う
に
、
集
合
的
沸
騰
は
、
例
外
的
に
強
い
集
合
力
の
体
験
で
あ

る
と
同
時
に
、
宗
教
力
の
原
初
的
な
体
験
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
こ

の
よ
う
な
原
体
験
は
、
人
々
の
意
識
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
客
観
化

(objectivation)

さ
れ
る
。

「宗
教
力
は
集
合
体
が
そ
の
成
員
に
吹
き
込
む
感
情
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
感
情
は
、
こ
れ
を
体
験
す
る
諸
意
識
の
外
に
投
げ
出

さ
れ
、
そ
し
て
、
客
観
化
さ
れ
た
感
情

(
s
e
n
t
i
m
e
n
t
p
r
o
j
e
t
e
 
et 

objective
)
な
の
で
あ
る
。
こ
の
感
情
は
客
観
化
さ
れ
る
た
め
に
、

あ
る
客
体
の
上
に
固
定
化
さ
れ
る
（
器

fixer)

の
で
あ
っ
て
、
こ

の
よ
う
に
し
て
、
客
体
は
聖
と
な
る
の
で
あ
る
」

(
Fミ
m
窃．、

p
.327:

上
四
―
―
頁
）。

感
情
が
固
定
化
さ
れ
る
外
的
で
物
的
な
客
体
と
は
、
祭
儀
の
場
面

の
中
心
を
占
め
る
「
ト
ー
テ
ム
徽
章

(
e
m
b
l
~
m
e

t
o
t
e
m
i
q
u
e
)
」

で
あ
る

U
b起．、

p
.3
1
6
:
上
三
九
八
頁
）
。
つ
ま
り
、
そ
れ
自
体
と

し
て
は
流
動
的
・
無
定
型
の
単
な
る
沸
騰
と
し
て
の
集
合
的
感
情
は
‘

「
記
号
主
義

(
e
m
b
l
e
m
a
t
i
s
m
e
)
」
の
媒
介
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て

「
自
己
意
識

(
c
o
n
s
c
i
e
n
c
e
d
e
 soi)
」
を

得

る

の

で

あ

る

(p
p
.3
3
1
,
 33
9
 :
 

• 
上
四

一
六
、
四
二
五
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
集
合

的
沸
騰
の
構
造
化
の
契
機
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
あ

っ
て
は
、
「
シ
ン

、
、
、
、

ボ
リ
ズ
ム

（セ
m
b
o
lぢ
m
C
)
」
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

シ
ン

ボ
リ
ズ
ム
を
、
オ
グ
デ
ン
と
リ

チ
ャ
ー
ズ
の
シ
ン

ボ
ル
場
の
三
角
形
に
拠
り
つ
つ

(O
g
d
e
n
a
n
d
 

R
i
c
h
a
r
d
s
,
 1923
,
 p.11
:
 五
六
頁
）
、
い
っ
そ
う
明
確
に
し
て
み
よ
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う
。
三
角
形
は
、
「
シ
ン
ボ
ル

(sym
b
o
l
)
」
、
「
想
念
あ
る
い
は
指
示

(t
h
o
u
g
h
t
 or 
refe
r
e
n
ce)
」
、
「
指
示
項

(referent)
」
の
三
項

よ
り
成
る
。
「
シ
ン
ボ
ル
」
は
、
そ
れ
が
直
接
的
に
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
、

あ
る
い
は
、
内
包
す
る
と
こ
ろ
の
「
想
念
」
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
間
接
的
に
、
「
指
示
項
ま
た
は
現
実
の
対
象
」
を
指
示
す
る
、

あ
る
い
は
‘
表
示
す
る
と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ
。

こ
の
三
角
形
に
関
連
さ
せ
て
い
え
ば
、
集
合
的
沸
騰
な
い
し
集
合

的
感
情
〔
指
示
項
〕
は
‘
ト
ー
テ
ム
徽
章
〔
シ
ン
ボ
ル
〕
に
よ
っ
て
、

「
聖
」
観
念
〔
指
示

II
想
念
〕
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
化
（
固
定
化

II
客
観
化
）
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
定
式
化
で
き
よ
う
（
図

I
)。

「聖」（指示）

集合的沸騰

（指示項）

トーテム徽章

（シンポル）

図I

四
シ
ン
ポ
リ
ズ
ム
と
構
造
化

(
1
)

二
つ
の
シ
ン
ポ
リ
ズ
ム

オ
グ
デ
ン
1
1

リ
チ
ャ
ー
ズ
の
三
角
形
図
を
手
掛
か
り
と
し
て
‘

シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
次
の
重
要
な
発
言
を
解

釈
し
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
‘
シ
ン
ボ
ル
に
か
か
わ
る
二
つ
の
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
の
考
え
方
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
徴
章
〔
1
1

シ
ン
ボ
ル
〕
は
、
社
会
が
自
ら
に
つ
い
て
抱
く
感

情
を
い
っ
そ
う
明
確
に
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
便
宜
的
な
手
段

(p
r
o
c
e
d
e
 c
o
m
m
o
d
e
)
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
感

情
を
作
る
の
に
役
立
つ
。
徽
章
は
、
そ
れ
自
身
、
感
情
の
構
成
要
素

(e
le
m
e
n
t
 consti
tutif
)
な
の
で
あ
る
」

(F
o
r
m
e
s
elementair袋
s.,

p
.3
2
9
:
 上
四
―
四
頁
）
。

こ
の
叙
述
に
は
、
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
二
つ
の
視
点
が
含
ま

れ
て
い
る
。
第
一
に
、
「
シ
ン
ボ
ル
は
、
集
合
的
沸
騰
と
い
う
‘
リ
ア

ル
で
あ
る
が
風
化
し
や
す
い
体
験
を
固
定
化
す
る
た
め
に
、
使
用
さ

れ
る
表
現
メ
デ
ィ
ア
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
観
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
シ
ン
ボ
ル
化
と
い
う
意
味
作
用
よ
り
も
、
シ
ン
ボ
ル
が

表
現
・
指
示
す
る
「
実
在
1
1

現
実
」
、
す
な
わ
ち
、
社
会
的
実
在

II
集
合
的
沸
騰
が
問
題
と
な
る
。
「
三
角
形
」
に
関
連
さ
せ
れ
ば
、

非
シ
ン
ポ
ル
的
な
実
在
の
世
界
（
指
示
項
）
が
関
心
の
的
に
な
る
。

「
シ
ン
ボ
ル
」
や
「
形
象
」
の
背
後
に
あ
り
、
こ
れ
ら
が
「
描
き
出

16 



と
こ
ろ
の
、
「
具
体
的
で
生
き
生
き
と
し
た
実
在
（
汰
alite

c
o
n
c
r
e
t
e
 et 
v
i
v
a
n
t
e
)
」
に
達
し
よ
う
と
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

宗
教
分
析
に
お
け
る
―
つ
の
試
み
が
そ
う
で
あ
る

(I
b
i
d
.
、
p

p
.3
,

3
2
2
:
 上
一
九
、
四

0
六
頁
）。

第
二
の
視
点
で
は
、
「
シ
ン
ボ
ル
は
、
そ
れ
自
体
に
お
い
て
は
単
な

る
集
合
的
心
理
現
象
に
す
ぎ
ぬ
『
集
合
的
沸
騰
』
と
い
う
経
験
的

（
体
験
的
）
な
実
在

11
現
実
に
つ
い
て
、
そ
れ
を

r
聖』

観
念
と

し
て
意
味
づ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
沸
騰
に
対
し
て
新
た
な
実

在

11
現
実
を
付
与
す
る
」
と
い
う
、
シ
ン
ボ
ル
観
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
場
合
、
シ
ン
ボ
ル
の
背
後
に
あ
る
経
験
的
な
社
会
的
実
在
よ
り

も
、
そ
の
実
在
に
作
用
し
こ
れ
を
作
り
変
え
る
「
シ
ン
ボ
ル
の
構
成

機
能
」
の
実
在
そ
の
も
の
が
問
題
と
な
る
。
要
す
る
に
、
「
三
角
形
」

の
左
辺
の
二
項
が
織
り
な
す
シ
ン
ボ
ル
的
世
界
の
自
律
的
な
存
在
が

焦
点
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
二
つ
の
発
言
に

も
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

―
つ
は
、
「
物
的
媒
介

(11
シ
ン
ボ
ル
）
は
自
ら
が
結
び
つ
い
て

い
る
心
性
的
状
態
を
顕
示
す
る

(reveler)
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ

の
状
態
を
作
る
の
に
寄
与
し
て
い
る
。

．．． 
こ
れ
ら
の
運
動

(II

シ
ン
ボ
ル
）
は
対
応
す
る
諸
表
象
を
シ
ン
ボ
ル
化
す
る

(
s
y
mbo'

liser
)

の
に
資
す
る
。
し
か
し
、
運
動
は
表
象
を
形
成
す
る
の
に
与

か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
表
象
を
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
に
す
ぎ
な
い
」

(
p
.3
3
0
:
 
• 

上
四
一
五
頁
）
と
い
う
発
言
で
あ
り
、
い
ま
l

つ
は
、
第

二
節
で
引
用
し
た
「
こ
こ
〔
社
会
界
〕
で
は
観
念
が
実
在
を
作
っ
て

す」

い
る
」
と
い
う
発
言
で
あ
る
。

第
一
の
視
点
は
、
シ
ン
ポ
ル
を
、
実
在
を
覆
い
隠
す
「
衣
装
」
で

あ
る
と
見
倣
し
、
シ
ン
ボ
ル
を
剥
ぎ
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
在
の
核

心
に
達
し
う
る
と
す
る
、
ベ
ラ
ー
が
「
象
徴
的
還
元
論
（
s
y
m
b
o
l
i
c

r
e
d
u
c
t
i
o
n
i
s
m
)
」
と
呼
ぶ
立
場

(
B
e
l
l
a
h
,
1
9
7
0
,
 p

p
.2
4
8ー

2
4
9
:

五
九
ー
六
二
頁
）
、
に
通
ず
る
。

第
二
の
視
点
は
‘
シ
ン
ボ
ル
そ
の
も
の
が
―
つ
の
実
在
で
あ
る
、

シ
ャ
イ
ン

い
い
か
え
れ
ば
、
シ
ン
ボ
ル
は
仮
象
で
は
な
く
、
社
会
的
実
在
を
内

的
に
形
成
し
う
る
よ
う
な
、
そ
れ
自
体
、
実
在
的
な
要
因
で
あ
る
、

と
す
る
立
場
へ
と
通
ず
る
。
こ
の
立
場
は
、
ベ
ラ
ー
が
象
徴
的
還
元

論
と
区
別
し
て
「
象
徴
的
リ
ア
リ
ズ
ム

(
s
y
m
b
o
l
i
c
r
e
a
l
i
s
m
)
」

と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る

(
I
b
起
.,
p
p
.2
5
1
-
2
5
2
 :
 六
六

i
六
八
頁
）
。

そ
し
て
、
ベ
ラ
ー
は
、
先
に
引
用
し
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
重
要
な

発
言
（
「
徽
章
は
•
•
•
そ
れ
自
身
、
構
成
要
素
で
あ
る
」
）
に
触
れ

つ
つ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル
観
に
は
‘
客
観
的
で
描
写
的
な

シ
ン
ボ
ル
機
能
と
区
別
さ
れ
た
、
創
造
的
で
構
成
的

(c
reative

a
n
d
 constitutive)

な
機
能
が
見
ら
れ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る

(Cf.
,
 Be
l
l
a
h
,
 
1
9
7
3
,
 p
p
.
lー

lii
)
。
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シ
ン
ポ
リ
ズ
ム
と
構
造
化
原
理

以
上
の
二
つ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
、
あ
る
い
は
‘
シ
ン
ボ
ル
化
は
‘

構
造
化
の
原
理
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

象
徴
的
還
元
論
の
枠
組
に
お
い
て
は
、
シ
ン
ボ
ル
化
と
は
、

無
定



型
で
流
動
的
な
集
合
的
沸
騰
と
い
う
心
理
的
実
在
を
「
取
扱
い
易
い

(
m
a
n
i
a
b
le)
」
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
実
在
に
「
ラ
ベ
ル
の

類

(sortes
d
'etiquettes)
」
を
貼
り
付
け
る
と
い
う
単
な
る

「
技
巧
」
に
す
ぎ
な
い

(F
o
r
m
e
s
.,
p
.3
3
1
 :
 上
四
一
六
頁
）
。
こ
の

場
合
、
シ
ン
ボ
ル
化
と
は
‘
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
「
表
現
化

(
e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
)
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
流
動
的
な
実
在
を
可

感
的
な
媒
体
の
使
用
に
よ

っ
て
「
固
定
化
」
す
る
と
い
う
こ
と
に
限

定
さ
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
シ
ン
ボ
ル
化
の
プ
ロ
セ
ス
も
、
広
義
に
お
け
る
構
造

化
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
「
固
定
化
」
と
し
て

の
構
造
化
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
も
‘
構
造
（
化
）
を
、
「
生

(la 
vie)
」
の
固
定
化
さ
れ
た
形
態
と
見
倣
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
し
て
、
最
も
結
晶
化
し
た
も
の
か
ら
最
も
流
動
的
な
も
の
に

至
る
段
階
的
な
ス
ペ
ク
ト
ル
の

一
方
の
極
に
‘
「
構
造
」
を
、
他
方
の

極
に
‘
「
生
」
を
位
置
づ
け
‘
構
造

（結
晶
化
し
た
事
実
）
と
生
（
流

動
化
し
た
事
実
）
と
を
質
的
な
連
続
性
に
お
い
て
捉
え
て
い
る

("
S
o
c
i
o
l
o
g
i
e
.", 
p
.2
2
:
 ―一三
五
頁
、

R
心
'gles
.,
p
.14 :
 六八
頁
）
。

固
定
化
1
1

結
晶
化

(c
o
n
s
o
l
i
d
a
t
i
o
nー

cristallisation)

と
し
て

の
構
造
化
に
お
い
て
は
、
流
動
的
な
実
在
（
集
合
的
沸
騰
）
は
‘
シ

ン
ボ
ル
に
よ

っ
て
固
定
化
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
‘
こ
れ
が
た
め
に
、
そ

の
性
質
や
意
味
の
根
本
的
な
変
様
を
受
け
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
‘
沸
騰
と
い
う
事
実
を
、

そ
の
ま
ま
な
ん
ら
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
再
現

(
r
e
p
r
o
d
uction)

す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
象
徴
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
枠
組
に
お
い
て
は
、
シ

、
、
、
、

ン
ボ
ル
化
と
は
‘
沸
騰
と
い
う
実
在
の
事
後
的
な
再
現
で
は
な
く
‘

こ
の
実
在
そ
の
も
の
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
能
動
的
な
「
意
味
作
用

(signification)
」
を
有
し
て
い
る
。

い
っ
て
み
れ
ば
、
シ
ン
ボ

ル
と
は
、
実
在
に
貼
付
さ
れ
る
ラ
ベ
ル
で
は
な
く
、
実
在
そ
の
も
の

を
構
成
す
る
「
不
可
欠
な
部
分

(partie
integrante)
」
な
の
で

あ
る

(
F
oミ
m
e
s
.,
p
.3
3
1
 "
上
四
一
六
頁
）
。

こ
の
意
味
で
の
シ
ン
ボ
ル
化
は
‘
集
合
的
沸
騰
と
い
う
感
覚
的
で

具
体
的
な
現
象
に
「
聖
」
と
い
う
「
意
味
」
を
付
与
し
、
こ
の
現
象

レ

ア

リ

テ

を
観
念
と
し
て
の
実
在
1
1

現
実
に
変
換
さ
せ
る
機
能
を
担
う
。
こ

こ
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
化
と
は
、
既
存
の
実
在
1
1

現
実
の
再
現
で
は

な
く
新
た
な
実
在
1
1

現
実
の
創
出
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、

そ
れ
は
「
構
成

(
3苔
titu
tio
n
)
と
し
て
の
構
造
化
」
を
可
能
な

(
8
)
 

ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
、
一
方
に

お
い
て
、
結
晶
化
と
し
て
の
構
造
化
に
、
他
方
に
お
い
て
、
構
成
と

し
て
の
構
造
化
に
関
連
し
て
い
る
。
『
原
初
形
態
』
に
お
い
て
は
、

こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
構
造
化
が
、
前
者
は
明
示
的
な
形
で
、
後
者

、、

は
暗
示
的
な
形
で
、
語
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
対
象
レ
ベ
ル
に
お

、
、
、
、

け
る
「
構
造
化
の
現
象
」
の
側
面
が
、
後
者
は
、
対
象
構
成
レ
ベ
ル

に
お
け
る
「
構
造
化
の
原
理
」
の
側
面
が
そ
れ
ぞ
れ
浮
き
彫
り
と
な

っ
て
い
る
。
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前
者
の
「
結
晶
化
と
し
て
の
構
造
化
」
に
お
い
て
は
、
デ
ュ
ル
ケ

ー
ム
は
、
流
動
的
な
生
ー
結
晶
化
し
た
構
造
と
い
う
、
社
会
的
実

在
の
連
続
的
で
層
化
的
な
「
諸
顕
現
形
態
」
を
強
調
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。
後
者
の
「
構
成
と
し
て
の
構
造
化
」
に
お
い
て
、
は
じ
め

て
、
か
れ
は
‘
こ
れ
ら
の
実
在
そ
の
も
の
を
構
成
1
1

構
造
化
し
て
ゆ

59
)
 

く
「
原
理
」
に
つ
い
て
示
唆
す
る
こ
と
か
で
き
た
の
で
あ
る

象
徴
的
還
元
論
に
立
つ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル
観
（
「
表

現
」
の
仮
象
性
）
に
お
い
て
は
‘
シ
ン
ボ
ル
は
‘
集
合
的
沸
騰
を
固

定
化
1
1

結
晶
化
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
の
構
造
化
を
促
進
す
る
、

手
段
•
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
既
存
の
沸
騰
の
事
後
的
再
現

に
そ
の
機
能
が
限
定
さ
れ
る
。
他
方
、
暗
黙
の
う
ち
に
象
徴
的
リ
ア

リ
ズ
ム
の
立
場
に
置
か
れ
た
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル
観

（「
意
味
作
用
」
の
実
在
性
）
に
お
い
て
は
、
シ
ン
ボ
ル
は
、
集
合

的
沸
騰
を
内
的
・
能
動
的
に
構
成
す
る
と
い
う

「構
造
化
の
原
理
」

と
な
り
う
る
。
い
わ
ば
、
沸
騰
は
シ
ン
ボ
ル
に
よ
る
意
味
作
用
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
、
そ
の
意
味

II
実
在
を
得
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
‘
沸
騰
の
構
造
化
を
、
単
に
、
構
造
化
現
象
と
し

て
の
み
見
る
の
で
は
な
く
、
か
よ
う
な
現
象
そ
の
も
の
を
構
成
し

意
味
づ
け
る
原
理
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
表
現
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の
シ

ン
ボ
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、
意
味
作
用
と
し
て
の
シ
ン

ボ
リ
ズ
ム
が
こ
の
原
理
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
『
原
初

形
態
』
に
お
け
る
次
の
叙
述
|
|
＇
様
々
に
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
け
れ
ど
も
ー
ー
_
‘
構
造
化
原
理
と
し
て
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を

示
唆
し
て
い
る
と
、
解
釈
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

「
社
会
生
活
は
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
の
も
と
で
、
そ
の
歴
史
の

あ
ら
ゆ
る
時
期
に
お
い
て
、
広
範
な
シ
ン
ポ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
の
み

可
能
と
な
る
」
(
p
.3
3
1
:

上
四
一
七
頁
）。

残
さ
れ
た
問
題
は
‘
こ
の
原
理
が
、
集
合
的
沸
騰
の
外
か
ら
与
え

ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
沸
騰
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
‘
沸
騰
は
‘
構
造
化
原
理
が
働
き

か
け
る
客
体

II
対
象
で
あ
る
の
か
、
構
造
化
原
理
の
主
体
1
1

作
用

者
で
あ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
微
妙
に

う
ご
い
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
も
‘
沸
騰
は
‘
こ
れ
ら
両
特
性
を
備

え
た
実
在
で
あ
る
と
暗
々
裡
に
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
に
お
い
て
‘
沸
騰
は
‘
本
稿
第
三
節
冒
頭
の
引
用

(
-
三

頁）

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
感
情
の
激
烈
な
高
揚
状
態
で
あ
る
。

こ
の
集
合
的
感
情
が

「聖
」
観
念
と
し
て
意
識
さ
れ
る
に
せ
よ
‘
束

の
間
の
感
情
を
永
続

(II
固
定
）
さ
せ
る
に
せ
よ
、
集
合
的
感
情

の
外
に
あ
る
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
前
提
と
さ
れ
る
。
「
社
会
〔
的
感

情
〕
に
自
己
意
識
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
必
要
な
記
号
主
義
は
、
こ

の
意
識
の
継
続
を
確
保
す
る
に
も
や
は
り
不
可
欠
で
あ
る
」
(
p
.3
3
1
:

上
四

一
六
頁
）。

こ
の
場
合
、
「
徽
章
的
シ
ン
ボ
ル
の
使
用
は
そ
れ
を

思
い
つ
く
や
否
や
す
ぐ
さ
ま
普
及
し
た
に
違
い
な
い
」
(
p
.3
2
9
:

上

四
―
四
頁
）
と
か
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
顕
著
な
役
割
を
果
た

す

「
入
れ
墨
」
の
よ
う
な
徽
章
が

「本
能
的
傾
向
」
に
よ
っ
て
生
ず

(
p
.3
3
2
:
 
• 

上
四
一
七
頁
）
と
か
、
い
う
発
言
に
窺
わ
れ
る
よ
う
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に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
、
そ
れ
が
、
意
図
的
獲

得
物
で
あ
れ
生
物
学
的
生
得
性
で
あ
れ
、
集
合
的
沸
騰
と
は
独
立
し

た
も
の
と
見
倣
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
要
す
る
に
‘
沸
騰
は
‘
シ

ン
ボ
リ
ズ
ム
が
作
用
す
る
素
材
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
集
合
的

沸

騰

を

、

強

烈

か

つ

激

動

的

な

「

知

的

な

力

(forces

intellectuelles)
」
と
見
倣
し
て
い
る

(
F
o
r
m
e
s
.,
p
.5
4
5
:
 下
二

六
0
頁）
。
あ
る
い
は
、
沸
騰
は
‘
「
精
神
的
沸
騰

(
e
f
f
e
r
v
e
s
c
e
n
c
e

m
e
n
t
a
l
e
)
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
中
に
「
創
造
的
な
力
(force
c
r
e
-

atrice)
」
が
含
ま
れ
て
い
る
(
^
^
P
r
o
b
l
e
m
e
 religieux
.", 
p
.5
7
 "
 

ニ
四
四
頁
）
。
つ
ま
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
あ
っ
て
は
‘
集
合
的
沸

騰
は
、
高
揚
し
た
集
合
的
感
情
で
あ
る
と
と
も
に
‘
能
動
的
な
集
合

的
思
考

(p
e
n
s
e
e
collective)

で
も
あ

っ
た
。
か
れ
は
、
次
の
よ

う
に
い
っ
て
い
る
。

「
集
合
的
思
考
は
そ
れ
が
触
れ
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
変
形
さ
せ
る

(m
e
t
a
m
o
r
p
h
o
s
e
r
)
。
・
・

・
集
合
的
思
考
は
、
感
覚

(sens)

が
わ
れ
わ
れ
に
示
す
世
界
の
代
わ
り
に
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
世
界
、

す
な
わ
ち
、
思
考
が
構
成
す
る
理
想
の
投
影
に
ほ
か
な
ら
な
い
世
界

を
置
く
の
で
あ
る
」
("J
u
g
e
m
e
n
t
s
.",
p
p
.1
0
6ー

1
0
7
:

―
二
九
頁
）
。

あ
る
い
は
‘
「
社
会
的
思
考
（
ヌ
n
s
e
e
sociale)

は
、
わ
れ
わ
れ
の

精
神
に
及
ぼ
す
作
用
に
よ

っ
て
、
思
い
の
ま
ま
に
、
諸
事
物
を
示
す
。

エ

ル

社
会
的
思
考
は
、
状
況
し
だ
い
で
、
実
在
的
1
1

現
実
的
な
も
の
を

拡
大
し
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
か
ら
削
滅
す
る
」
(F
oミ
m
e
s
.,
p
.3
2
6
 "
 

上
四
一

0
頁）
。

集
合
的
思
考
は
、
「
宗
教
的
思
考

(p
e
n
s
窓

religiuse
)
」
と
も
呼

ば
れ
る
が

(Ib
足．、

p
.5
4
4
:
下
二
六

0
頁
）
、
こ
れ
は
「
シ
ン
ボ
ル

的
思
考

(
p
e
n
s
e
e
s
y
m
b
o
l
i
q
u
e
)
」
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
そ
の
能
動
性
を
強
調
し
て
、
「
象
徴
化
の
カ

(
p
o
w
e
r
 o
f
 
s
y
m
b
o
l
i
z
a
t
i
o
n
)

」

と

表

現

し

て

い

る

(
T
h
o
m
p
s
o
n
,
 
1
9
8
2
,
 
p

.
f
~
S
)

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
に
あ
っ
て
は
、
集
合
的
沸
騰
は
‘
こ
の
よ
う
な
象
徴
化
の
カ

II

構
造
化
の
原
理
を
内
蔵
し
て
い
る
と
も
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
集
合
的
沸
騰
」
は
、
意
味
作
用

II
構
造
化
の

原
理
が
作
用
す
る
対
象
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
の
「
集
合
的
感
情
」
で

あ
る
と
と
も
に
、
意
味
作
用
の
主
体
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
集
合

、
、
、
、
、
、
、

的
沸
騰
は
‘
一
方
に
お
い
て
、
「
聖
」
観
念
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
枠
組
で
い
え
ば

(Cf.
,
S
a
u
s
s
u
r
e
,
 

1
9
1
6
,
 pp
.9
9
,
 15
8
 :
 九
六
i
九
七
、
一
六

0
頁
）
、
記
号

(signe)

の
シ
ニ
フ
ィ
エ

(Se)

の
位
置
に
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
集
合

的
沸
騰
は
‘
「
ト
ー
テ
ム
徽
章
」
を
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン

(
S
a
)

と
す
る

、
、
、
、
、

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
「
聖
」
(Se)

と
し
て
意
味
づ
け
る
の
で

あ
る

(I沸
騰
の
自
己
意
識
）
。
こ
の
場
合
、
沸
騰
は
、

S
aー

S
e

の
結
合
の
全
体
の
水
準
に
あ
る
（
図

II)
。
そ
し
て
、
全
体
と
し
て

の
集
合
的
沸
騰
（
意
味
作
用
）
が
、
根
源
的
な
実
在
性
を
も
ち
、
部

分
と
し
て
の
集
合
的
沸
騰
（
シ
ニ
フ
ィ
エ
）
を
構
成
し
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。
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集
合
的
沸
騰

「聖」 （集合的沸騰）

トーテム徴章

図II

Se 

Sa 

シ
ン
ポ
ル
化
II
意
味
作
用

こ
こ
で
、
シ

ン
ポ
リ
ズ
ム
と
い
う
構
造
化
原
理
を
内
蔵
す
る
集
合

的
沸
騰
に
お
い
て
、「
集
合
性
1
1

社
会
性
」
が
、
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
る
の
か
、
簡
単
に
指
摘
し
て
お
こ
う
。「〔
集
合
的
思
考
〕
だ
け
が

こ
の
よ
う
な
効
力
〔
感
官
の
印
象
の
代
わ
り
に
、
現
実
を
表
象
す
る

新
た
な
様
式
を
提
示
す
る
こ
と
〕
を
も
ち
え
た
の
は
‘
理
想

（理

念
）
の
世
界

i

こ
の
世
界
を
通
し
て
、
感
覚
さ
れ
た
実
在
の
世

界
は
変
形
し
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
ー
を
創
造
す
る
た
め
に

は
‘
社
会
の
中
で
社
会
に
よ

っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
知
的
力
の
過
剰

な
興
奮

(su
r
e
x
c
ita
ti
o
n
)

が
必
要
で
あ

っ
た
か

ら
で
あ
る
」

(F
oミ
m
e
s
.,
p
.3
4
0
 :
 
• 

上
四
二
七
頁
）
。

こ
の
叙
述
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に、
「
集
合
性
」
は
‘
集
合
的
思
考
を

実
効
化
す
る
た
め
に
必
要
な
「
刺
激
」
を
生
み
出
す
付
加
的
要
因
で

あ
る
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
、
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
潜
在
的
な
可

能
態
と
し
て
、
集
合
的
沸
騰
の
中
に
内
在
す
る
集
合
的
思
考
1
1

シ

ン
ボ
リ
ズ
ム
は
、
ま
さ
に
こ
の
集
合
的
沸
騰
に
よ

っ
て
顕
在
化
し
現

実
態
と
な
る
の
で
あ
る

（ー
~

沸
騰
の
自
己
生
成
）
。

21 

お
わ
り
に

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
理
論
的
問
題
は
‘
近
代
社
会
の
秩
序
の
根
拠
を

原
理
的
に
問
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
か
れ
は
、
近
代
の
秩
序

が
超
個
人
的
で
非
合
理
的
な
要
因
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
と
く
に
、
「
非
合

理
的
な
も
の
」
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
き
た
の
は
‘

『原
初
形
態
』

で
最
高
潮
に
達
す
る
、
一
連
の
宗
教
論
に
お
け
る
試
み
で
あ

っ
た
。

か
れ
に
と

っ
て
、
「
宗
教
」
と
は
「
聖
な
る
も
の
」
の
現
象
で
あ
り
、

こ
れ
は
‘
科
学
的
合
理
性
の
枠
外
に
あ
る

「非
合
理
的

・
非
認
知
的

カ
テ
ゴ
リ
ー
」
に
属
す
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
繰
り
返
し
強
調
す
る

「
独
自
の
実
在
と
し
て

の
社
会」

と
は
‘
集
合
性
と
な
ら
ん
で
、
か

よ
う
な

「非
合
理
的
な
も
の
1
1

宗
教
的
な
も
の

II
聖
な
る
も
の
」

に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
し
た
が

っ
て、
「
社
会

は
宗
教
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
に
依
拠
し
、

『原
初
形
態
』
を、

「
宗
教

〔
に
つ
い
て
の
〕
社
会
学
」
と
い
う
よ
り
も
‘
「
宗
教

〔を
説

明
要
因
と
す
る
〕
社
会
学
」
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
重
要
な
意
味



を
も
つ
。

本
稿
で
は
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
独
自
の
理
論

的
構
想
が
加
え
ら
れ
た
、
宗
教
的
原
体
験
と
し
て
の
「
集
合
的
沸

騰
」
概
念
に
つ
い
て
諸
々
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ン
ボ

リ
ズ
ム
の
問
題
に
遭
遇
し
た
。
往
々
、
没
構
造
的
と
解
さ
れ
る
「
沸

騰
」
は
‘
「
構
造
化
可
能
」
な
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
シ
ン
ボ
リ
ズ

ム
こ
そ
、
こ
の
構
造
化
の
契
機
と
な
る
。
但
し
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に

お
い
て
は
‘
二
つ
の
タ
イ
プ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
見
出
さ
れ
る
。
一

、
、
、

つ
は
、
既
存
の
実
在
を
事
後
的
に
「
表
現
」
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
は
、
単
な
る
メ
デ
ィ
ア
的
な
手
段
で
あ
り
、

シ
ン
ボ
ル
と
い
う
衣
装
を
剥
ぎ
取
り
、
そ
の
背
後
に
あ
る
実
在
を
発

見
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
い
ま
―
つ
は
、
実
在
そ
の
も
の
を
能

動
的
に
構
成
す
る
、
「
意
味
作
用
」
と
し
て
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

、
、
、

こ
こ
で
は
、
シ
ン
ポ
ル
そ
の
も
の
が
実
在
性
を
有
し
て
い
る
。

前
者
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
‘
単
に
構
造
化
現
象
に
関
連
す
る
に
す

ぎ
な
い
。
後
者
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
こ
そ
、
こ
の
現
象
を
構
成
し
て
ゆ

く
「
原
理
」
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
集
合
的
沸
騰
」
は
、
「
集
合

的
思
考
」
と
い
う
形
で
、
こ
の
原
理
を
可
能
態
と
し
て
内
蔵
し
て
お

り
、
「
集
合
1
1

集
中
」
か
ら
生
ず
る
過
剰
な
興
奮
が
、
こ
の
原
理
を

実
効
II
実
現
さ
せ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
近
代
の
秩
序
の
根
拠
と
し
て

見
出
し
た
の
は
、
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
い
う
構
造
化
の
原
理
で
あ
っ
た
。

か
れ
に
あ
っ
て
は
‘
秩
序
の
根
拠
は
、
物
的
利
害
や
情
動

・
感
情
で

は
な
い

。
そ
れ
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
見
出
し
た
共

、
、
、
、
、
、

同
価
値
の
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
さ
え
も
基
礎
づ
け
る
、
シ
ン
ボ
リ
ズ

ム
と
い
う
意
味
作
用
な
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
あ
っ
て
は
‘

秩
序
は
‘
す
ぐ
れ
て
、
意
味
作
用
が
生
み
出
す
「
意
味
シ
ス
テ
ム
」

で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
本
稿
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
社
会
学
を
シ
ン

ボ
ル
の
社
会
学
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
の
一
端
で
も
あ
る
。

註(1
)

本
稿
は
、
一
九
八
六
年
六
月
、
創
価
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
社
会

学
史
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（テ
ー
マ
「
世
紀
の
転
換
期
に
お
け
る
杜

会
学
」）

の
報
告
、
「
集
合
的
沸
騰
と
シ
ン
ボ
ル
ー
ー
ー
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

論
を
め
ぐ

っ
て

」
に
、
基
本
的
な
枠
組
と
し
て
は
‘
依
拠
し
て
い

る
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
発
表
の
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
社
会
学
史
学
会

に
謝
意
を
表
し
た
い
。

(2
)

こ
こ
で

「非
合
理
的
な
も
の
」
と
い
う
と
き
、
「
合
理
的
で
な
い
も

の
」
と
い
う
意
味
で
残
余
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中

に

は

‘

パ

ー

ソ

ン

ズ

が

パ

レ
ー
ト
の
非
論
理
的
行
為

(ac
ti
o
n

n
o
n
'
Jogique
)
に
関
す
る
議
論
の
文
脈
で
区
別
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、

「
非
科
学
的
な
も
の

(the
u
nscientific)
」
と
「
科
学
外
的
な
も
の

(th
e
 n
o
n
s
c
ientific)
」
、
こ
れ
ら
両
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
非
科
学
的

な
も
の
」
は
科
学
的
妥
当
性
の
基
準
を
充
た
し
え
ぬ
も
の
、
す
な
わ
ち
、

無
知
と
誤
謬
で
あ
り
、
「
科
学
外
的
な
も
の
」
は
こ
の
基
準
の
適
用
外
に
あ

り
、
誤
り
で
は
な
い
が
検
証
で
き
え
な
い
の
で
あ
る

(P
a
r
s
o
n
s,
1
9
3
7
,
 

p

p
.2
0
1
-
2
0
2
,
 2
9
6
,
 4
5
6
-
4
5
7
 "
H
I
-
l
-
I
―
―
―
-
‘
-
―五
八

1
―
―

五
九
、

III
I
二
二

O
I
二
ニ
―

頁
）。
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た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
「
非
合
理
的
」
と
い
う
語
を
用
い
る
さ
い

‘「
科

学
外
的
」
と
い
う
意
味
を
強
調
し
た

い。

し
た
が

っ
て
、「
非
合
理
的
な
も

の」

に
は
、

。ハ
ー
ソ

ン
ズ

の
い
う
「
究
極
的
価
値
」
や
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が

「
非
合
理
的
な
も
の

(t
h
e
n
o
n
'
ra
ti
o
n
a
l)
」
と
呼
ぶ
、
批
判
的
な
論

証
を
受
け
付
け
ぬ

「
直
接
的
な
確
信

(i
m
m
e
di
a
te
a
s
su
r
a
n
c
e
)
」

(J
a
m
e
s
,
 1901ー
2
,
p
.7
4
:
 上

―
―
六

頁
）

や
、
こ
れ
ら
に

関
す
る
態

度

・
感
情
な
ど
が
入
る
だ
ろ
う
。

(3
)

宗
教
に
関
す
る
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
学
的
分
析
の
発
展
史
に

つ
い

て
は
、
P
i
c
k
e
r
i
n
g

(1
9
8
4
,
 Pa
r
t
 I 
,
 

3
-
5
)
、
内
藤

（一

九
八
五
、
第

二
章）、

小
関

(
-
九
八

一
、
六
三
ー
六
六
頁
‘

一
九
八
三
、
訳
者
解

説
）
、
を
参
照
。

(4
)

ホ
ル
ド
、
ク
ラ

ン
、
部
族
な
ど
、
形
態
学
的
見
地
か
ら
の
社
会
的
類

型
の

構
成

•

分
類
は
、
『

規
準
論
』

第
四
章

（と
く
に
、

p
p.

8
0ー
8
6
:
一

七
三
ー
一

八
二
頁
）
で
な
さ
れ
て
い
る
。

(5
)

む
ろ
ん
、
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム

の
「
社
会
構
造
」
概
念

l

よ
り
正
確

に
い
え
ば
構
造
観
な
い
し
構
造
イ
メ
ー
ジ
ー
|
_
は
こ
れ
に
尽
き
る
わ
け

で
は
な
く
、
物
的
構
造
か
ら
相
対
的
自
律
性
を
も
つ

「観
念
的

II
表
象

的
構
造
」
や
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
洗
練
し
た

「
価
値
的

II
規
範
的
構
造
」

も
識
別
で
き
る

(Cf.
,
O
n
o
,
 19
8
5
)。

(6
)

こ
れ
は
、
内
藤
の

用
語
に
よ
れ
ば
、
諸
文
化
発
生
の
「
原
母

(U
r
m
u
t
te
r
)
」
で
あ
る

（前
掲
‘

三

一
頁
）
。
な
お
‘
「
萌
芽
」
に
つ
い

て
は
、
小
関

(-
九
八

一
‘
六
七
ー
六
八
）
、
参
照
。

(7
)

こ
の
区
別
に

つ
い
て
は
‘
テ
ィ
リ
ア
キ
ア

ン

(19
7
8
,
p
.2
2
2
 :
 
I
 

0
 

六
頁
）
よ
り
示
唆
を
得
た
。
た
だ
し
‘
か
れ
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

に
お
け
る

re
lig
io
u
s
 s
o
c
i
o
l
o
g
y
を
、
理
論
的
と
い

う
よ
り
も
実
践
的
・
道
徳
的

意
味
合
い
で
捉
え
て
い
る
。

(8
)

ロ
ッ
シ
も
、
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム

の
シ
ン

ポ
リ
ズ
ム
と
構
成
と
し
て
の
構

造

化

と

の

関

連
に
つ
い
て

示
唆
し
て
い
る

(1
9
8
3
,
p
p
.10
7ー

1
0
9
,

11
9
-
1
2
0
 "
-―

八
i

-
―1
0
、

一
三
一

ー

一
三
二
頁
）
。

(9
)

中
島
は
‘
「
社
会
的
事
実
の
連
続
的
層
位
」
の
背
後
に
あ
り
こ
れ
を
基

礎
づ
け
て
い
る

「原
理
と
し
て
の
集
合
意
識
」
と
い
う
形
で
、
社
会
生
命

論
の
視
点
か
ら
で
は
あ
る
が
、
類
似
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る

(
-
九
八

八‘

了
八
ー

一
九
頁
）。

(10
)

筆
者
は
、
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム
の
表
象
的
儀
礼

(rite
r
e
p
r
窟
entatif
)

を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
シ
ン

ポ
リ
ズ
ム
の
、

構
想
カ
・
創
造
力
と

い
っ
た、

非
手
段
的

・
非
合
理
的
な
能
動
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
こ
と
が

あ
る

〔一

九
八
九
年
度
日
仏
社
会
学
会
大
会
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

（テ
ー
マ

「
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム
再
考
」）

報
告

「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
け
る
表
出
的
シ

ン
ポ
リ
ズ
ム

表

象

的

（演
劇
的
）
儀
礼
を
め
ぐ

っ
て

」〕。

な
お
‘
報
告
要
旨

(r
日
仏
社
会
学
会
会
報
』
N
o
.3
6
、

一
九
九

0
年
九

月
、
八
ー
九
頁
）
、
参
照
。
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D
u
r
k
h
e
i
m
,
 E
.
 

"
C
o
u
r
s
." 
(1
8
8
8
)
 ^(C
o
u
r
s
 d
e
 s
c
ie
n
c
e
 sociale :
 

Le~on 

d
'o
u
v
e
r
t
u
re
", 
in 

La S
c
ie
n
ce sociale 
et
 l、action
,
P
r
e
s
e
n
t
a
tion 

d
e
 ].
-C. 
F
i
l
l
o
u
x
,
 P
U
F
,
 19
7
0
.
 小
関
藤

一
郎
・
川
喜
多
喬

（訳
）

「
社
会
学
講
義
ー
開
講
の
言
葉
」
、
r
モ
ン
テ
ス
キ
ュ

ー
と
ル
ソ
ー
』
法
政

大
学
出
版
局
、

一
九
七
五
、
所
収
。

D
i
若
io
n
.
（

1
8
9
3
)
D
e
 la 
d
ivisio
n
 d
u
 travail social,
 
1•ed
., 

P
U
F
,
 



1960. 
田
医
廿
Ill記
（
笛
）
『
＃
ぐ
H
中
継
漣
』
枷
托
蜘
迎
'

,
~

 や
l゚

R
怨
!es.
(1895
)
 Les Regles 

d
e
 la 
m
e
t
h
o
d
e
 so
ば
ologique,

16
咤
d.
,

P
U
F
,
 1967. 
{
叩
臀
歯
（
笛
）
『
:;l;l,q
賤
屯
忌
宍
坦
S
惑
治
』
3相
岩
蜘
翌

I
兵
ギ
<
・

Suicide. 
(1897
)
 L
e
 Suicide, 

n
o
u
v
elle 
ed.
,
 2
咤
d
.,
P
U
F
,
 
196
7. 
{叩

碇
(!ilia)
『
四
菜
儘
』
廿
糾
遭
;ti'

I
~
<
1
-
R

。

"Preface." 
(1899a
)
 "Preface", 

L
'
A
n
n
ee
 socio
logique,
 vol.2, 
in 

J
o
u
r
n
a
l
 sociologique, 

Introduction 
d
e
 J. 
D
u
v
i
g
n
a
u
d
,
 
P
U
F
,
 

1969. 

"Definition
."
 (1899b
)
 "
D
e
 la 
definition 

des 
p
h
e
n
o
m
e
n
es
 reli-

gieux", 
L
'A
n
n
紐
，
v
o
l.2
,
in J
o
urnal so

ば
ologique.

令
宮
（笛）

澤
起
感
絲
露
獄
＇
令
翌
l
兵
<111'
志
至
゜

"
S
o
c
iologi
e." 
(1900
)
 "L
a
 Sociologie 

et
 son d
o
m
a
i
n
e
 

scientifique", 
in 
Textes 
I
,
 Presentation 

d
e
 V. 
K
a
rady, 

M
i
n
u
i
t
,
 1975. 
「
＃
組
い
鱈
tr!,
:廷
澤
報
」
，
rl¥',¥

Iい
<-1\-~

一
心
~
>
-
」
'
~
~
゜

"L
ett
res
." 
(1907
)
 "D
e
u
x
 lettres 
d
e
 D
u
r
k
h
e
i
m
 a
u
 Directe
ur 
d
e
 

la 
R
evue 
n
紐
scolas
tique
"
,
 in 
T
extes, 
I
 .
 

"J
u
g
e
m
e
n
t
s." 
(1911
)
 "J
u
g
e
m
e
n
t
s
 de
 valeur 
et 
jug
e
m
e
nts
 de
 

realite"
,
 in 
S
o
ば
ologie
et
 Philosophie, 

19
24, 
nouvelle 

ed
.,
 

3
咤
d
.,
P
U
F
,
 1967. 
送々
*t刈
置
（
笛
）
「
垣
要
写
函
心
感
樹
弄
溢
」'

『＃
ぐ
賤
卜
心
靭
牲
』
剋
酬
ギ
勁
赳
控
,

I
~
<
1
-
R
'
志
芸

゜

F
o
r
m
e
s
 elementaires. 

(1912
)
区
F
o
r
mes
tル
mentaires

d
e
 la 
vie 

religieuse, 
4
咤
d.,
P
U
F
,
 1960
.
 担
益
茫
-
<
(
笛
）
『
低
益
姐
屯

~lgi§

忌
溢
器
切
（斗
H
如
恙
蜘
迎
,
I
点
や
ば
°

"Probleme." 
(1913
)
 "L
e
 P
r
o
b
le
m
e
 religi
e
u
x
 et 
la
 dualite 

d
e
 la 
nature 
h
u
m
a
i
n
e
"
,
 in 
T
ex:tes 
II
,
 197
5.
 

「{1~~
臣
園
心

-<~ 起
~I
JI
民
出
」
'
-E,
翌
'

I~<111'
志
芸

゜

A
r
o
n
,
 R. 
(1967
)
 Le
s
 etapes 
d
e
 la 
p
ensee sociologique, 

Gallimard. 

Bellah
,
 R. 
N. 
(1970
)
 B
匂
o
n
d
B
elief.
 Ha
r
p
e
r
 &
 R
o
w
.
 
剛
醒
・

令
~1-::l辿

(~
)
『

{1杞
溢
心

:;l;J<j附
窓
珀
!f,E,;'~_;
切
咲
咲
:;l;l'
I
兵
や
国
'

櫛
匪゚

(197
3) 
E
m
i
le
 Du
r
k
厖
m
o
n
 Morality 

a
n
d
 Society, 

Univ. 
of 
C
h
i
c
a
g
o
 
P
ress. 

C
o
s
e
r
,
 L. 
A
.
 (19
7
1)
 Ma
s
ters 
of S
o
ば
ological
T
h
o
u
g
h
t,
 Ha
r
c
o
u
r
t
 

B
r
a
c
e
 J
o
v
a
n
o
v
i
c
h
.
 

Go!denweiser, 
A
.
 
(1917
)
 "Religion 

a
n
d
 Society: A

 Critique 
of 

E
m
i
l
e
 D
u
r
k
h
e
i
m
's 
T
h
eo
ry 
of 
the 
Origin 
a
n
d
 
N
a
t
u
r
e
 
of 

Religion
", 
in 
H
istory, 
P
羽
chology
,
a
n
d
 Culture, 

K
e
g
a
n
 P
a
u
l,
 

19
33. 

Gurvitch, 
G
.
 (1950
)
 L
a
 Vocation

巫
tuelle
d
e
 la 
socio
logie,
 T
o
m
e
 

I
,
 4 咤
d.,
P
U
F
,
 1968; T
o
m
e
 II
,
 2咤
d
.,
1963. 
森
酬
沼
（
笛
）

ぼ
ぐ
賤
因
慰
ビ
忌
盛
袈
』
（
探

J~E:;'
笛

）
llJm:*
釦
迎
,
I
兵
や
O
゜

(1955
)
 D
ぬterminismes

sociaux 
et
 liberte
 hu
m
a
i
ne, 

匹
d.,
P
U
F
,
 196
3. 

J
a
m
e
s
,W
.
 (1901
-2) 
T
h
e
 V
a
ガ
eties
of R
eligious E

x
p
ぷ
e
加
e,
Long-

m
a
n
s
,
 Green, 
190
2, 
36th 
impression, 

19
28. 
苓
田
約
111
活
（笛）

『{i~t\
忌

~~E,;'
腟
正

』（
井

I'-),阻
恙
枷
匹
,
I
兵
1(
兵
ー
や
O
゜

そ
室
濫

l
活

(I
兵
<
I
)

「
i卜
~

~.('-ー
--1E,;'{1侭

~
~
叙
S
臣
殴

」，
r悪

~:;l;l
文N



会
学
』
（
現
代
社
会
学
会
議
）

一
五
。

ー

編
・
訳

(
-
九
八
三）

r
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
社
会
学
論
集
』
行
路
社
。

L
u
k
e
s
,
 S.
 (1973
)
 E
m
i
le
 Du
r
k
h
e
i
m
,
 Al
l
e
n
 
L
a
n
e
.
 

内
藤
莞
爾

(-
九
八
五
）

r
7
ラ
ン
ス
社
会
学
断
章
』
恒
星
社
厚
生
閣
。

中

久
郎

(-
九
七
七
）「
社
会
学
に
お
け
る
社
会
概
念
の
構
成
」
、
『京
都
大
学

文
学
部
研
究
紀
要
』
一

七
。

（
一
九
七
九
）
『
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム

の
社
会
理
論
』
創
文
社
。

中
島
道
男

(-
九
八
六
）
「
『
集

合
的
沸
騰
』
、
ア

ノ
ミ

ー
、
そ
し
て
疎
外

|

デ

ュ
ル
ケ

ム
の

〈制
度
〉
理
論
」
、
『研
究
年
報
』
（
奈
良
女
子
大
学

文
学
部
）
第
二
九
号。

（一

九
八
八
）
「
デ

ュ
ル
ケ

ム
を
読
む
視
座

〈制
度
〉
理
論
の
た

め
に
」
、
r
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
第
三
一
号
。

N
i
s
b
e
t
,
 R
,
 A. 
(1966
)
 T
he
 Sociological 
T
r
a
d
i
t
i
o
n
,
 He
i
n
e
m
a
n
n
,
 

1
9
6
7
.
 中

久
郎

（監
訳
）
『
社
会
学
的
発
想

の
系
譜』

(I
、

II
)
ア

カ
デ
ミ
ア
出
版
会
、

一
九
七
五
ー
七
七
゜

O
g
d
e
n
,
 C. 
K. 
a
n
d
 I. 
A
.
 Ri
c
h
a
r
d
s
 (1923
)
 T
he
 M
e
a
n
i
n
g
 of M
ean' 

i
食
R
o
u
t
l
e
d
g
e
&
 K
e
g
a
n
 Paul
,
 10
t
h
 
e
d
.,
1949
.
 石
橋
幸
太
郎

（訳）

『意
味
の
意
味
』
新
泉
社
、

一
九
六
七
゜

O
n
o
,
 M
.
 (1985
)
 "D
u
r
k
h
e
i
m
 o
n
 S
t
r
u
c
t
u
r
e
", 
K
yo
to
 A
m
e
r
ica
n
 Stu' 

d
翁
S
ミ

m
m
3
S
e
m
i
恙
r:
Specialists 
C
o
n
/
,
 図
塁
ce
]9
8
5
.
 

P
a
r
s
o
n
s
,
 T
.
 (1937) 
T
h
e
 Structure 
of Social 
A
c
t
i
o
n
,
 2n
d
 
e
d
., 

F
r
e
e
 
P
r
e
s
s
,
 1
9
4
9
’
稲
上
毅
•
厚
東
洋
輔
・
溝
部
明
男

（訳
）
r
社

会
的
行
為
の
構
造
』
(I
I
V
)
木
鐸
社
、

一
九
七
四
ー
l

九
八
九
゜

P
i
c
k
e
r
i
n
g
,
 W
,
 
S
.
 F.
 (1
9
8
4
)
 D
u
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（
引
用
文
は
邦
訳
と
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
）。




